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CD2階から記念撮影

⑤卒業生

CD学位記を掲げての記念撮影



女子バスケット部員が卒業生に花束贈呈 記念撮膨

先輩が新入生に対してクラブへの勧誘

入学式
「入学式」看板の前で記念撮影

学位記の授与

学位授与式
【平成29年度各学部の卒業生】

・工学部(5学制 397名

・医療福祉工学部(3学制) 171名

・情報通信工学部(2学制) 193名

・総合情報学部(4学制 282名

・金融経済学部(2学制 72名

合計 1115名

【平成29年度大学院の修了生]

・工学研究制 32名

・医療福祉工学研究到 8名
・総合情報学研究制 17名

合計(修士課程) 57名

・工学研究制 2名
・医療福祉工学研究制 1名
合計(博士後期課程) 3名

【平成30年度各学部の入学生】

工学部(6学制 559名

医療福祉工学部(3学制) 203名

情報通信工学部(2学制) 281名

総合情報学部(4学制 372名

合計 1415名

【平成30年度大学院の入学生〕

工学研究制 37名

医療福祉工学研究割 11名

総合情報学研究制 24名

合計(修士課程) 72名

工学研究制 2名
医療福祉工学研究制 1名
合計(博士後期課程) 3名



母校「平成29年度学位授与式」挙行される

「ご卒業おめでとうございます。友 ること」、「自分にして欲しいことを他

電会の正会員として歓迎いたします」 の人にしてあげること」、アンド

一母校では平成30年3月24日(土)、母 リュー・力一ネギーの言葉である「ど

校・四傑畷キャンパスのコナミホール んな仕事でも、その仕事の第一人者に

で「平成29年度学位授与式Jを挙行 なれということ」が重要であるとして

しました。卒業生は 1，175人(学士: います。

1， 115人、修士:57人、博士 :3人)で、 「目標を持って自の前のことに真剣

3回に分けて行われました。 に取り組めば、必ず道が開ける」こと

「学位授与式」は24日午前10時から を卒業生に伝えていました。

工学部・医療福祉工学部、午前11時30 さらに大石理事長・学長は、 15万人

分から情報通信工学部・総合情報学 を超える卒業生が巣立っている」と

部・金融経済学部、午後2時から大学 し、多くの先輩が第一線で活躍してい

院の卒業・修了生に学位記が授与され るとしています。こうした先輩に続い

ました。 て「本学の卒業生として後輩の模範に

各学制の卒業生代表に大石利光理事 なっていただきたしリと語り、卒業生

長・学長から学位記が授与され、式典 の輝かしい未来に期待しているとの言

終了後!こ、各教室に戻って全卒業生に 葉で結びました。

学位記が手渡されました。 引き続いて、「学業優秀賞」が授与さ

大石理事長・学長は告辞で、「社会に れ、「大学歌Jを斉唱して式典は終了し

出て活躍するためには3つの基本があ ました。

ります」と語り、「言葉遣いを大切にす 式典の前後には、コナミホーjしの入

母校「入学式」一回線畷キャンパスで挙行

「ご入学おめでとうございます。大

歓迎いたしますJ-母校では「平成30

年度入学式」を平成30年4月3日(火)

に四候畷キャンパスのコナミホーんで

挙行いたしました。入学生は学部(編

入学を含む)、大学院合わせて 1，490

人。入学を祝福するかのように桜が満

開に咲き誇る中で、新たな大学での学

生生活をスター卜させました。

式は、午前10時から「情報通信工学

部J1医療福祉工学部」、午前11時30

分から「工学部J、午後2時から「総合

情報学部J、午後3時から「大学院」の

4回に分けて挙行されました。

式典はスクリーンに「平成30年度大

阪電気通信大学入学式」と映し出さ

れ、大学を紹介する映像が流れまし

た。

この後、各学部・学制別に入学生が

起立し、大石利光理事長・学長は「入

学を許可しますJと述べました。

大石理事長・学長は、「告辞jの中で

「学生生活を通じて立派に成長し、4年

後に全員が卒業することを期待してい

ます」と祝福の言葉を語りました。

そして、「学生生活で大事なことが3

つあります」としています。1つ自は、

「しっかり学ぶこと」、 2つ目は、「基

本マナーを磨いて身に付ける」、3つ目

は、「大きな夢を持ってほしLリという

ことです。

「人は夢を持つことで力が出ます」

とし、「夢を持つことで挑戦するパ

ワーが生まれる。夢なき者に理想な

し、理想なきものに計画なし、計画な

きものに実行なし、実行なき者に成功

なし、故に夢なき者に成功なし」と吉

田松陰の名言を引用した言葉を贈りま

した。

最後に大石理事長・学長は、「大きな

り口に設置された「学位捜与式」の看

板を中心に、学友や家族と記念撮影す

るなどの光景がみられ、後輩らによる

花束贈呈なども各所で行われていまし

た。女子バスケット部員は、体育館の

前で卒業生に花束を贈ったりしていま

した。

また、女子学生は着物に袴姿とあで

やかで、卒業式にふさわしいものと

なっていました。学部によってはコナ

ミホールの前で校舎の2階から記念撮

影するなど、別れを惜しみながらも、

晴れやかな表情で巣立っていきまし

た。

IKOZUKIホー)l，Jの生協ショップ前

では猫2匹が愛矯をふりまき、「学位授

与式」を祝福するかのように1号館前

の「ヤマザクラJ2本が満開になって

いました。ちなみに、四傑畷キャンパ

ス内の桜はまだ膏でした。

夢を持って学び、マナーを身につけ、

充実した楽しL¥4年間を過ごされるこ

とをお祈りしますJと語りました。

引き続いて各学部の新入生が、「学

生としての心得を守り、勉学に励み

…」と「宣誓Jし、大石理事長・学

長に「宣誓書」を手渡しました。

全員が起立し、 1)良速の東淀川に

茂れる若きわれら葦・・・目・・J-I大学歌」

を斉唱し、式典を終えました。

入学式が行われたコナミホー)l，に通

じる、体育館前では、クラブへの先輩

学生が長い列を作り、新入生にじラを

配るなど大変な賑わい。新入生の中に

は、手に持てないほどのビラで、びっ

くりした表情を見せていました。

また、「入学式」看板の前では新入生

と保護者が記念写真を撮る姿や、満開

の桜を背景に記念写真に納まるなど、

活気にあふれでいました。
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電子工学・通信工学を中心とする大学

の象徴として、原子内電子軌道を図案

化したものをパックlこ、「大学」を白妓

き文字で配している。この純白は、清

廉・潔白な人材の育成と、祈りと、希い

がこめられてつくられた。

会誌購読のお願い

.購読料 2年間 1，000円
友電会では、会員諸氏相互の“情報・交流・親睦

の場"として、会誌「ゅうでんかい」を発刊してい

ます。

なお、卒業後3年間は、無料です。また、法人化

入会金を納入されている方は無料です。

会誌発送用の宛名の「記号」につい

(封筒の宛名シー)1-)

購読の残年数

(この場合は、「あと 1年jです)

友電会会員番号 / 

/ E01~足下 t 

~一て\\
卒業

(この場合 (この場合
電子工学制期生)

.編集後記

・「平成30年度友電会通常総会・合同懇親会」が6月

23日(土)に母校・寝屋川キャンパス fJ号館」で

開催されます。「目玉」は、大石刺光理事長・学長

による「言己念講演会」。テーマは「学園80周年に

向けた取り組み」で、母校の「将来jが聞けそう

です。

・友電会では「一般社団法人」化に向け、準備を進

めてきました。今回の通常総会に「議案」として

提出します。「第8号議案法人化への定款案Jが

それです。法人化は、友電会の安定した運営と、し

いては母校の発展につながる「重要案件」です0

・今号は全会員に配布する 「総会通知号」です。前

号は「卒業・入学特集号jで卒業3年間の会員、有

料購読会員にのみ送付しています。今号では「友

電会」に関する記事を中心に掲載しました。「支部

総会 ・懇親会jの記事が多く、 52ページになって

しまいました。会員の皆さんからの投稿も歓迎し

ています。ホームページへの投稿もよろしく 。

会掲示板

友電会のホームページに「友電会掲示板」コー

ナーがあります。会員の皆さんからの自由な意見を

掲載、同窓の集いの広場になればと思っています。

母校発展に寄与する建設的なアイデアや近況報告

などをお寄せ下さい.。



-会長あいさつ

大阪電気通信大学友電会

会長 福田武

r30年度友電会通常総会」

易fjt=/J'スター外ヘff

会長の任を受け2年が過ぎましたが、会員の皆様

には各業界で、各地域でご活躍のこととお慶び申

し上げます。

この間、会の現状把握及び円滑な運営に資する

ため、各支部の総会、研修会を始め大学の主催する

諸行事に、できるだけ参加させていただきました。

副会長はもとより役員の皆さん、そして会員各位

の協力、支援の下、無事努めることができましたこ

とを、まずは感謝申し上げます。

さて、今年度の通常総会は、寝屋川キャンパスJ

号館で開催することといたしました。本年度は友

電会が「一般社団法人」を目指す第一歩として、

テーマを「新たなスター卜Jとし、記念講演会、懇

親会も併せて開催します。

懇親会では「緑樹会J(教職員のOB会)及び「ク

ラブ同窓会」と合同で行いますので、退職された恩

師など教職員及びクラブ活動された多くの会員が

一堂に会します。参加者には、各業界の情報交換の

場として、又同窓や世代を超えた交流の場として

鮮が広まることを期待しています。

-テーマ :r新たなスター卜」

友電会は、昨年の卒業生で5万人を超え、この大

きな組織を法の下でしっかりと管理、運営できる

ょう「一般社団法人Jを目指していますが、今年

は定款の承認と法人登記を目標とし、新たなス

タートになるよう、テーマといたしました。

圃記念講演会

本年度、兼ねて理事長に就任された大石利光学

長に講演をお願いしました。

学園では60周年を迎え、5ヵ年計画での教育の新

たな取り組みや、寝屋川キャンパス構内整備への

取り組みなど、今後の大学運営を中心に近況を

語っていただけることでしょう。会員諸氏にとっ

ても最も関心のあることと思いますので、ぜひ皆

様の参加を期待しています。

現在、各大学とも懸案となっていますが、少子

化に伴い大学志願者数は減少し、本大学の長い歴

史の中においても、非常に厳しい時期を迎えよう

としています。

大学が新たな改革に向け取り組んでいる中、

我々友電会も法人化をめざして、組織の円滑な運

営と強化を図り、大学の発展に寄与できるよう大

学及び学生への協力・支援を強固にすると共に、総

会・懇親会を通じて会員各位の親睦と鮮を深めて

いただきたいと思います。

.平成30年度通常総会・合同懇親会の案内

・テーマ:r新たなスター卜」 -タイムスケジュール

・日時:2018年6月23日(土)

・会 場:大阪電気通信大学

寝屋川キャンパスJ号館

・会費:2，000円

(同伴者、学生、大学関係者、来賓は無料)

・記念講演:r学園80周年に向けた取り組み」

講師大石刺光理事長・学長

「総会・懇親会」受付 11: 30 '" 

11 : 00 '" 11 : 25 クラブ同窓会総会

11 : 30 '" 11 : 45 全国支部長会

12 : 30 '" 13 : 45 友電会通常総会

13: 00 '" 13 : 45 緑樹会年次報告会

14 : 00 '" 14 : 45 記念講演会

15 : 00 '" 17 : 00 3団体合同懇親会
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園大石利光新理事長・学長あいさつ
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組織を強くして未来ヘ

大阪電気通信大学

理事長・学長 大石利光

本学園は、戦後の高度成長期の初期である 1941年

に、当時の先端技術領域であった電子工学や通信工学

といった電気通信技術の学校として発足し、 1951年に

高等学校を、 1961年には大学を設立いたしました。高

等学校のスタートは電子工業制でしたが、その後、普

通制を加えてコース選択の幅を広げるとともに、現在

では大阪電気通信大学の学びに直結したコースも備え

ています。

また、大学においては工学部電子工学制を設立の後、

1962年には同学部通信工学制を開設し、その後も領域

を広げ、現在では5学部 (工学部、情報通信工学部、医

療福祉工学部、総合情報学部、金融経済学部)15学制、

大学院3研究制8専攻からなる「技術系総合大学」に成

長して参りました。

この間、学園の総力を挙げて 「人間力と技術力を兼

ね備えた人材の育成Jをミッションとした「実学教育」

に遁進し、高等学校で2万7干名、大学で5万名を超え

る卒業生を社会に送り出し、多くの同窓生の方々が社

会のいろいろな場で幅広く活躍されています。

このように学圏が今日まで成長し続ける事ができた

のも、これもひとえに友電会の皆様をはじめ関係各位

のご支援、ご協力の賜物であり、改めて感謝申しあげ

ます。

今後は更なる成長に向け、高大連携の強化をより進

めるとともに、これからも社会インフラを支える電

子・情報・通信技術に軸を置きつつ、着実な医療工学

分野での教育やICTを強みにした新しい建築学制の構

築、ゲーム領域の拡大を図るゲーム&メディア学制の

立上げなど、これまで以上に社会の変化を捉えた実践

的な教育を推進して参ります。

とりわけ、大学では、「伸ばす大学」として一人ひ

とりの学生の主体的な学びを支援し、 PBLCProject 

Based Learn i ng)、インターンシップ、産学連携講座、

キャリア教育、資格取得に積極的に取り組み、社会で

主体的に活躍できる人材の育成に努めて参ります。

最後に学園経営は、集団として目的を明確化して、

組織力を発揮できるようにすることだと考えていま

す。本学が今後も社会的役割を果たし続けるために

は、これまでの学園の組織風土を変革して、組織力を

高めて進んでいく必要があります。この認識の上で、

本学園の伝統を継承しつつ、次の50年に繋げることが

できるよう逼進して参る所存でございます。今後と

も、皆様方のより一層のご支援、ご協力を賜りますよ

うお願い申し上げます。

学校法人大阪電気通信大

学は前理事長の任期満了に

ともない、 3月8日の理事会

において大石利光学長を理

事長に選出しました。

[大石理事長プ口フ ィ JL.) 

[氏 名]大石利光(おおいしとしみつ)

[生年月日] 1955年1月5日生 (満63歳)

[出 身]長崎県下県郡 (現対馬市)

[専 門] 健康運動制学、ヘルスケア機器研究開発

[略歴]

1974年3月大阪府立城東工業高等学校電気制卒業

2005年6月コナミスポーツ株式会社 (現株式

会社コナミスポーツクラブ)

代表取締役執行役員社長

2009年6月株式会社コナミスポーツ&ライフ

(現株式会社コナミスポーツクラ

ブ)代表取締役執行役員副社長

2010年4月 大阪電気通信大学医療福祉工学部

健康スポーツ和学制教授任期は2020年3月31日ま

で。

(記事は母校ホームペー ジ

f2018. 03. 09J掲載よ り)

1987年6月コナミ工業株式会社(現コナミホールディ

ングス株式会社)入社

2000年9月コナミ株式会社(現コナミホールディング

ス株式会社)AM (アミ ューズメント)

事業本部副本部長兼 神戸事業所所長

2003年9月コナミスポーツライフ株式会社

代表取締役社長

2014年4月大阪電気通信大学

医療福祉工学部長

2015年4月学校法人大阪電気通信大学

理事・評議員

2016年4月大阪電気通信大学

学長(任期:2020年3月31日)



母校第9代学長・都倉元学長の

「叙勲記念祝賀会」開催される

平成30年4月15日(臼)にホテル

「阪急インターナショナル」で、第9代

学長・都倉信樹先生の瑞宝中綬章受章

を記念する「叙勲記念祝賀会」が盛大

に開催されました。

叙勲は、永年にわたる情報制学に関

する研究及び教育の功績及び、本学の

「新入生歓迎イベント」

四億畷キャンパスで開催

平成30年4月4日(水)から7日(土)

の期間で、新入生歓迎イベン卜を寝屋

川キャンパスと四傑畷キャンパスで開

催しました。

このイベン卜は、先輩学生が新入生

を歓迎するために開催したもので、課

外活動紹介や体育祭、文化会体験イベ

ント、座談会の他、女子学生限定の「女

子茶話会」などが行われました。

体育会本部主催の体育祭では、大勢

の新入生と先輩学生が、「ドッヂポー

学長を務められた功績が認められ、平

成29年秋の叙勲において瑞宝中綬章

を受章しています。

祝賀会では、本学関係者だけでな

く、都倉元学長と関係のある方々が参

加し、都意元学長のこれまでの功績を

振り返りました。記念品として、本学

3D造形先端加工センターで製作した

都倉元学長の肖像メダルを記念品とし

て贈呈しました。

都倉元学長からは、「本日は、ありが

とうございます。受章は私の力ではな

くて、いろんな方の支えがあったから

だと思います。全ての人に感謝した

い。また家内にも感謝しなければなり

ません」と謝辞が述べられました。

(記事・写真ともに母校ホームページ

12018. 04. 17 J掲載より)

)[.，Jや「バレーボールJ1サ ッ力一」で

一緒に体を動かしながら、和気藷々と

汗を流しながらコミュ二ケーションを

とり、新入生を歓迎していました。

常任自治委員会・文化会本部・大学

祭実行委員会主催の文化会体験イベン

卜、座談会では、スタンプラリーを開

催し様々な団体の活動場所を回り、体

験に参加しました。また、女子学生限

定の「女子茶話会Jは、ケーキを食べ

ながら新入生同士と女性教職員を交え

ながら、楽しい会話に花が咲いていま

した。

(記事・写真ともに母校ホームページ

12018. 04. 12J掲載より)

友電会会員の羽沸l完俊(EO1)氏

『平成30年度春の叙勲jで受賞

「平成30年度春の叙勲」で、友電会

1期生の羽沸j完俊(E01)氏が「瑞宝小綬

章」を受賞しました。おそらく、友電

会会員では初の「受賞」だけに友電会

内では大変な喜びです。

受賞した羽測氏は、昭和40年に母校

を卒業後、海上自衛隊に入隊し、技術

幹部を経て総合幹部として研究開発、

部隊司令など多岐にわたって活躍・貢

献し、海特補で退職されました。

内閣府では、春秋叙勲として年に2

回、国家または公共に対して功労の

あった者、社会の各分野で優れた行い

に対して表彰しています。「瑞宝小綬

章Jは、公務等に長年にわたり従事し、

「成績」をあげた者に贈られる勲章。

羽測氏は海上自衛隊で長年の問、総

合幹部として部隊司令などに従事した

ことが、受賞の要因になっています。

「新入生歓迎イベン卜jの光景

司ーー
， 
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-平成30年度総会・合同懇親会案内

平成mJ年度

.平成30年度友電会通常総会議案

平成29年度事業報告-第1号議案

平成29年度収支決算報告-第2号議案

平成29年度一般会計剰余金処分案

平成30年度事業計画案

平成30年収支予算案

平成30年度評議員案

平成30年度役員案

一般社団法人

大阪電気通信大学友電会定款案

大石利光理事長・学長
テーマ

「学園80周年に向けた取り組みJ

講演の内容は、 6ページの大石利光理事長・学

長の「あいさつ」を一読されたらお分かりのよう

に、母校・学園の「将来」を含めた、「興味」あ

る話が聞けそうです。

「平成30年度友電会通常総会・合同懇親会Jr~t 平成 30

年6月23日(土)午前11時から母校・寝屋川キャンパスの

エデュケーションセンタ一 (J号館)で開催されます。

友電会では、「一般社団法人」の法人化を目指していま

す。「第8号議案一般社団法人大阪電気通信大学友電会

定款案」がそれで、友電会の安定的な運営、ひいては母校・

大阪電気通信大学の発展に寄与できることからです。皆さ

んのご協力をお願いします。

「言己念講演会」は、 ⑤③でも紹介していますように、母

校の大石利光理事長・学長が、「学園80周年に向けた取り

組みJのテーマで話されることになっています。母校の「将

来」が聞ける興味ある内容になっています。

「合同懇親会」は母校教職員のOB会「緑樹会(みどりか

L ¥) J、「クラブ同窓会」、「友電会」の3団体が「合同Jで

開催します。学生時代に教わった恩師はもとより、学生時

代にお世話になった職員OB、学生時代にクラブ活動をして

いた会員など、多くの方々が出席されます。

会場では思師、職員OB、旧友と顔を合わせ、大いに話を

してください。「癒し」の場になります。

ぜひ、この機会に会友お誘いのうえ、家族連れでの出席

をお願いします。6月23日(土)に、母校・寝屋川キャンパ

スでお待ちしています。

-第3号議案

-第8号議案

-第4号議案

-第5号議案

-第6号議案

-第7号議案

師講-
記
念
講
演
会

8 

• 11 : 30 ~ i総会・懇親会」受付開始(J号館1階)

・11: 00 ~ 11: 25 クラフ同窓会総会

• 11 : 30 ~ 11: 45 友電会全国支部長会

・12: 30 ~ 13: 45 友電会通常総会

• 13: 00 ~ 13: 45 緑樹会年次報告会

(記念講演会)

• 14: 00 ~ 14: 45 
(合同懇親会)

• 15: 00 ~ 17 : 00 3団体合同懇親会

(緑樹会、クラブ同窓会、友電会共催)

(J号館1階レストラン)

記念講演会

.タイムスケジュール

閉会• 17: 00 

.開催概要

・テーマ

「新たなスター卜」

・日時

平成30年6月23日(土)11 : 00 '" 17: 00 

友電会通常総会 12: 30'" 

受付開始 11 : 30 '" 
・会場

母校・寝屋川キャンパス

エデュケーションセンタ一 (J号館)

.合同懇親会

緑樹会、クラブ同窓会、友電会の3団体共催

・会費

2， 000円

(同伴者、学生、名誉教授、大学教職員および

招待者は無料)



会員の動向・

会員の身舟平成3即月 1日現在日 381人 111111111111111111111 AAA 

-工学部

E 電子工学科、電気電子工学科

G 電子物性工学科、電子材料工学科、

応用化学科

H 電子機械工学科

| 経営工学科

J 精密工学科、知能機械工学科、

機械工学科

N 基礎理工学科

Z 環境技術学科

U 環境科学科

-情報通信工学部

P 情報工学科

F 通信工学科

K 応用電子工学科、光システム工学科、

光・工レクト口二クス学科

・工学部2部

R 電子工学科

〉機械工学科

・金閉経済学部

A アセット・マネジメント学科

・医療福祉工学部

L 医療福祉工学科

Y 理学療法学科

S 健康スポーツ科学科

・総合情報学部

Q メディア情報文化学科、

デジタルアート アニメーション学科

W デジタルゲーム学科

T メディアコンビュ タシステム学科

・大学院

M 前期課程

D 後期課程

※総合計は、学部卒業生で大学院修了生は重複します。
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-平成30年度通常総会議案

[柔!塁警告~
-平成29年度は、会長福田 武体制の

2年目の年度で、「同窓の力を結集し

て親睦を因。、母校に貢献するjを基

本方針に推進し、会員相互の親睦はも

とより母校と会員の鮮を深める活動を

行った。

-同窓会組織の基盤と芯る支部活性化を

進め、昨年度の大阪支部に引き続き、

12月には「東京支部jが発足した。

-とれまでの教育部会を発展させた「教

育懇話会Jは、平成29年10月に昨年

度|こ引き続き「学習指導力の向上一製

作体験と08との懇談会一」をテーマ

とした教職生を中心としたテスター製

作実習を開催した。

-寝屋川周辺の小中学生を対象にした友

電会主催のロボッ卜教室を年10回開

催し、母校のPR活動や地域社会への

貢献活動を行った。

-友電会主催の第40回卒研研究室対抗

ソフトポール大会を9月に開催し、 26

研究室約360名の学生が参加した。

昨年度に引き続き、四傑隈キャンパス

総合情報学部の卒業制作展である「芯

わてん」に役員6名が参加し、友電会

会長賞の選考を行い、優秀作品3組を

表彰した。

機関誌の友電会誌は大学のPRへの協

力と、友電会活動のPRに欠かせない

媒体として活用されているが、本年も

「総会通知号J(5月発行)と 「新卒生-

新入生特集号J(3月発行)の年2回刊行

した。

ホームページを活発に運用し、適宣情

報発信を行った。

-法人化については、法人化委員会に選

出された9名の委員が中心となって、

一般社団法人の定款案の策定を行った。
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-平成29年度事業計画報告(平成29年4月1日~平成30年3月31日)

.第5条第1項研究発表会、講習会、座談・懇談会忽どを開催した

・研究発表会

・大学祭時に「エレクトロニクス展jを後援し、ロポット講習会などを支援した0

・講演会・ 座談会等

・企業家同友会と教育懇話会を開催して懇談を行った。

-総会で総合情報学部長・魚井宏高教授の記念講演会を開催した 0

+(平成30年4月-6月)・上記事業を機会あるごとに実施した。

.第5条第2J頁機関誌、その他の刊行

-会誌「ゅうでんかいJ127号を 5月に、 128号を 3月に発刊した。

+(平成30年4月-6月)・会誌(総会号)を5月に発刊した。

-第5条第3J頁大阪電気通信大学発展のための事業

・母校発展のための事業

-法人理事と法人評議員を送り、母校の経営に参画、発展に協力した0

・卒業生の謝恩パーティーに協力・援助(2月、 3月)した。

・「後援会 ・友電会貸与奨学金制度jに出資し拡充、「在学生短期貸付制度」を継続した。

. I第40凹卒研室対抗ソフトボール大会」を 9月に開催し、 26研究室約360名が参加した。

・クラブなど学生団体の活性化と発展のための事業を推進

・クラブ活動助成金を学生課を通して渡し、クラブ活動の活性化と発展に寄与した。

・母校の環境整備の一環として緑化推進

・その他、母校発展のための事業を推進した。

+c平成30年4月-6月)・上記事業の継続と充実を図った。

.第5条第4J頁会員相Eの親睦と連絡

・「友電会ネットワークJ

・会員諸氏への情報提供の一環としてホームページを充実させた。特に友電会はもとより、母

校の情報を掲載した。

・親睦と連絡関係の事業

・平成29年度総会を 6月に開催し、同時に懇親会を「緑樹会J、「クラブ同窓会Jと共催して、

親睦を深めた。

-母校・学園、その他関連団体等と情報交換を通じ相互理解を図った0

・各支部に助成、現支部の活性化とともに支部の新設推進を図った。

-大学祭時に「友電会サロン」を設置し、来学した会員の休憩・懇親の場を提供するとともに「友

電会サロンパーティーJを開催し会員相互の親睦を図り、大学主催のホームカミングデ一

行事にも協力して参加した。

+c平成30年4月-6月)機会あるごとに会員相Eの親睦と連絡を密にした。

-第5条第5J頁 その他、目的を達成するための事業

.会議

・平成29年度総会を 6月に開催した。

-理事会定例6回、評議員会定例3回及び臨時の評議委員会を開催し、会の運営、事業 ・活

動を推進した。

・三役会、各部会、各委員会を機会あるごとに開催し、会の運営と事業 ・活動を行った。

・全国支部長会を開催し、支部活性化と新設を推進した。

+c平成30年4月-6月)機会あるごとに会員相互の親睦と連絡を密にした。



[平ま語欝報告)
平成29年度の会費収入は、予定より

80万円多し)2，380万円であり、前年度

からの繰越金は約1，532万円であった。

常用職員採用のために300万円を給与

諸手当に予算化し、 3か月間の仮採用を

1名に行ったが、採用までには至らす、

本予算はほとんど、執行されなかった。

会議費交通費では、例年よりも多い

評議員会出席者があり、臨時評議員会

を含めて 103万円超過した。

三役法人評議員活動費や部会委員

会活動費でも、大学イベント等に活発

な事業広報活動等により、予算より

も57万円超過した。

-友電会誌は総会号(127号)と 3月号

(128号)の年2回を発刊し、機関誌製

作費は354万円を支出した。

これまで各学科主催の卒業パーティー

に対して友電会後援会から学生一人

にそれぞれ千円を助成してきたが、今

年度かうは卒業生への支援は主に友

電会が行うととで後援会と役割分担を

明確化し、学生一人に2千円を助成し

た。また、支部での学生への教育研究

活動支援等もあり、準会員助成費は予

算よりも92万円超過した。

今後の友電会創立60周年記念事業等

のため、予算よりも200万円多い、

1，000万円を積み立てた。

-上記のとおり、会議 ・交通費、準会員

助成費で予算を超過したが、それ以外

はほぼ計画通りに予算執行された。次

年度への繰越金は、約431万円となる。

-平成29年度収支決算報告

-収入の部

科 自

運用財産収入(預金利息)

会費収入

寄付 ・広告収入

総会収入(懇親会)

会誌購読収入

雑収入

前年度からの繰越金

合計

。支出の部

科 目

事務局費

給料諸手当(弁護士、会計士等)

事務費

諸雑費

会議費 ・交通費

三役 ・法人評議員活動費

部会 ・委員会活動費

事業費

総会費

名簿製作費(台帳)

機関誌製作費

学史編纂調査費

通信費

厚生費

(大学事業 ・関連事業)

(慶弔費)

支部運営助成費

(支部長会議費)

(支部開拓費)

(支部費)

(支部イベン卜費)

クラブ活動助成金※

教育懇話会費

企業家同友会

ロボ、ツト教室活動費

HP関係費

教育・研究助成費

母校発展促進費

教育・研究促進費

学内講演(研究)費

準会員助成費

記念事業積立金

予備費

次年度繰越金

dEh3 三dt

(平成29年4月1日~平成30年3月31日)
(単位円)

平成29年度
決 算(8) 差額(8-A)

予算(A)

50，000 17，864 32，136 

23，000，000 23.800.000 800，000 

10，000 62，000 52，000 

200，000 286.000 86，000 

30，000 118，000 88目000

O 9，720 9，720 

15，325，928 15，325，928 O 

38，615目928 39.619.512 1，003.584 

平成29年度
決算(8) 差額(A-8) 

予算(A)

11，800，000 11，043，349 756.651 

6，000，000 3，829，125 2，170，875 

1，500，000 1，324.419 175，581 

50.000 35，185 14，815 

3，150，000 4，180，942 -1，030，942 

500，000 900，818 400，818 

600，000 772，860 172，860 

12.830.000 11，095，144 1，734，856 

1，500，000 1，089，609 410.391 

400，000 270，972 129，028 

4，000，000 3，543，813 456，187 

180，000 101，600 78.400 

2，900，000 2.759，080 140，920 

540，000 323.873 216，127 

270.000 238，800 31，200 

270，000 85，073 184，927 

1，860，000 1，704.407 155，593 

30，000 60，000 -30，000 

100，000 84.407 15，593 

1.630.000 1，530，000 100，000 

100.000 30.000 70，000 

400，000 500，000 -100目000

200，000 106，800 93，200 

200，000 8，610 191，390 

300，000 300，000 O 

350，000 386，380 36，380 I 

2.400，000 3，175，766 -775，766 

O O O 

400，000 409，291 -9，291 

200，000 29，800 170，200 

1，800，000 2，736，675 -936，675 

8，000，000 10，000，000 -2，000，000 

3，585，928 O 3，585，928 

O 4.305.253 -4，305，253 

38.615.928 39，619，512 -1，003，584 

※クラブ活動助成金 学生のクラブ活動支援として学生課を通じて助成
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-平成30年度通常総会議案

彦 司

第3号議案 | 
平成~年度 | 

一般会計剰余金処分案 1 ・ a

-平成29年度の一般会計の剰余金は

4，305，253円と 芯 った。 剰余金は

「平成30年度への繰越金jとして、平

成30年度の事業活動資金とする。

F
目
別
刷
、

特別会計

:・平成29年度海外教育研修

特別会計収支決算書
(平成29年4月1日~平成30年3月31日)

(単位円)
R
μ
-

立
口
一の一入一収一

A

・F

・---
8，895，852 

928 

8，896，780 

前年度からの繰越金

~ I利息配当金

: I合計

:+支出の部

事務費 O 

研修同行費 O 

会議費 O 

次年度繰越金 8，896目780

合計 8，896，780 

-平成29年度英会話研修

特別会計収支決算書
(平成29年4月1日~平成30年3月31日)

(単位円)

:・収入の部

前年度からの繰越金

~ I研修申し込み手数料

2，062，650 

O 

2，062，650 : I合計

:・支出の部

事務費等 | 

次年度繰越金 2，062，650 

j・平成29年度

海外教育研修・英会話研修

特別会計貸借対照表
(平成30年3月31日 単位円)

:。資産の部

現金 | 

普通預金 | 

預金 10，959，430 定期 10，959，430 
バ企A

Eコ 10，959，430 

:+負債・基本財産の部

|開育研修日

英会話研修積立金

8，896，780 

2，062，650 

10，959，430 : I合計

-平成29年度貸信対照表総括 (平成30年3月31日 単位円)

込
市
川
団
グ

資産の部 負債・純資産の部

勘定科目 勘定科目

現金 658，426 法人化準備預り金 5，670，000 

普通預金 158，444，056 預り金 1，320，000 

定期預金 210，959，430 (負債計) 6，990，000 

郵便貯金 295，755 基本金 125，067，984 

在学生短期奨学金 2，000，000 法人化積立金 285.535，000 

在学生奨学基金 70，500，000 海外教育研修積立金 8，896，780 

英会話研修積立金 2.062.650 

記念事業積立金 10，000，000 

剰余金 4，305目253

(純資産計) 435，867目667

dEbコ、 三百t 442，857，667 バロ企 cムl 442.857.667 

-平成29年度一般会計貸借対照表 (平成30年3月31日 単位 円)

資産の部 負債・純資産の部

勘定科目 勘定科目

現金 658，426 法人化準備預り金 5，670，000 

普通預金 158，444，056 預り金 1，320，000 

定期預金 200，000，000 (負債計) 6，990，000 

郵便貯金 295，755 基本金 125，067，984 

在学生短期奨学金 2，000，000 法人化積立金 285.535，000 

在学生奨学基金 70.500.000 記念事業積立金 10，000，000 

剰余金 4，305，253 

(純資産計) 424，908，237 

合計 431，898，237 e企3与、呈Eムl 431，898，237 

-平成29年度一般会計財産目録 (平成30年3月31日 単位円)

資産の部 負債の部

1.現金 658，426 法人化準備預り金 5.670.000 

事務局手元有り高 2.預り金 1，320，000 

2.郵便貯金 295，755 

寝屋川郵便局

3.普通預金 158，444，056 

三井住友銀行/寝屋川 (61，112，511) 

京都信用金庫/寝屋川 (57，133，464) 

三菱東京UFJ銀行/寝屋川 (40，198，081) 

4.定期預金 200，000，000 

三井住友銀行/寝屋川 (190，000，000) 

京都信用金庫/寝屋川 (10，000，000) 

5.在学生短期奨学金 2，000，000 

大学学生課に預け入れ

6.在学生奨学基金 70，500，000 

奨学金委員会lこ預け入れ

資産合計 431，898，237 負債合計 6，990，000 

純資産 424，908，237 

グr 、
監査報告

平成30年4月17日

平成29年度事業報告書、 平成29年度収支決算書および関係書類を監

査した結果、適正に執行されていることを認めます。

@
@
@
 

清

史

寄

博

正

田

川

丁

池

吉

尼

事住
皿

、¥ ノぷ
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一課
問一第一

平成30年度は、役員の改選の年であ

り、会長のもと「同窓の力を結集して

親睦を図り、母校に貢献をする」を基

本方針とする。

-会員相互の親睦はもとより、母校と会員

の鮮を深め芯がら組織の改編、規則等

の整備を行い支援協力体制を推進する0

・卒業生の企業家による「友電会企業家

同友会」による産学連携・企業聞の交

流活動や「教育懇話会」を活発化し

て、今後の入試と学生の就職支援に繋

げていき、母校に寄与できる活動とし

て推進する。

-就職支援活動を積極的に進めていくな

かで、母校の正規授業である「キャIj

ア入門J、「キャリア設計j芯と、への

08講師の派遣等を充実し、母校と在

学生の求めに対応した支援協力体制を

維持していく。

-機関誌の友電会誌は大学のPRへの協

力と、友電会活動のPRIこ欠かせない

媒体として活用されているが、本年も

「総会通知号J(5月発行)と「新卒生・

新入生特集号J(3月発行)の年2回刊行

体制とする。

-ホムペジの内容を充実し、友電会

はもとより大学の情報を掲載していく0

・本年度は、 般社団法人の定款の公証

人による認証、法人設立登記を行い、

法人化への移行を目指す。

大学60周年事業に併せ、周年事業委員

会を設置し、事業の協力体制を図る。

-平成30年度事業計画案(平成30年4月1日~平成31年3月31日)

-第5条第1I頁研究発表会、講習会、座談・懇談会などの開催

.研究発表会

・大学祭時に「エレクトロニクス展J等の後援、機会あるごとに研究発表会等に支援する 0

.地域貢献事業のロボット教室を活発化する。

.講演会・座談会等

-機会あるごとに座談会を開催する。

-記念講演会をはじめ、機会あるごとに講演会を開催する。

-母校の正規授業の「キャリア入門J1キャリア設計jへのOB講師の派遣。OB講演者の登録

を制度化し、母校の求めに対応してしぺ 。

-以上の模様は、友電会誌、ホームページに逐次広報する0

+<平成31年4月-6月)・上記事業を機会あるごとに実施

-第5条第2項機関誌、その他の刊行

-会誌「ゅうでんかいjを発刊する。

+<平成31年4月-6月)・会誌(総会号)を5月に発刊

-第5条第31頁大阪電気通信大学発展のための事業

-母校発展のための事業

-法人理事と法人評議員を送り、母校の経営に参画、発展に協力する 0

・卒業生の謝恩パーティーに協力 ・援助(2月、 3月)。

・「第41回卒研室対抗ソフトボール大会」を 9月ごろに開催する0

.クラブなど学生団体の活性化と発展のための事業を推進

・クラブ活動助成金を渡し、クラブ活動の活性化と発展に寄与する0

・母校の環境整備の一環として緑化推進

-その他、母校発展のための事業を推進する 0

+<平成31年4月-6月)・上記事業の継続と充実

-第5条第4項会員相互の親睦と連絡

.1友電会ネットワークJ

-会員諸氏への情報提供の一環としてホームページを充実する。特に友電会はもとより母校

の情報も掲載していく 。

・親睦と連絡関係の事業

-平成30年度総会を 6月に開催し、同時に懇親会を「緑樹会」、「クラブ同窓会」と共催して、

親睦を深める。

-母校 ・学闘、その他関連団体等と情報交換を通じ相互理解を図る0

・各支部に助成、現支部の活性化とともに支部の新設推進を図る。

-大学祭時に「友電会サロンjを設置し、来学した会員の休憩・懇親の場を提供するとともに「友

電会サロンパーティー」を開催し会員相互の親睦を図る。大学主催のホームカミングデ一

行事に協力して参加する。

+<平成31年4月-6月)機会あるごとに会員相互の親睦と連絡を密にする0

・第5条第5項その他、目的を達成するための事業

.会議

・平成30年度総会を 6月に開催する。

-理事会定例6回、評議員会定例3回開催し会の運営、事業 ・活動を推進する。

-三役会、各部会、各委員会を機会あるごとに開催し、会の運営と事業・活動を行う 0

・全国支部長会を開催し、支部活性化と新設を推進する。

・その他

・支部との情報交換、母校など関係団体等との交流を通じて、会活動の充実と円滑な運営を

推進する。

+<平成31:年4月-6月)上記会議等を機会あるごとに開催し会の運営を図る。
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-平成30年度通常総会議案

¥勇三宮?草案]
ー平成30年度の入学者は約 1，300人の

入学者が予想されるため、会費収入は

前年度よりも220万円多しi2β00万

円とする。

-海外教育研修特別会計及び英会話研修

特別会計を平成30年4月l日付で廃止

し、資金残高を一般会計へ繰り入れる0

.給付型奨学金特別会計を平成30年度

当初に設置する。

給付奨学金特別会計より、奨学生5

名に対 して 1人36万円を支給し、計

180万円を支出する。

給与諸手当には、事務体制広報活動

の強化、法人化に対応できる常用職員

(事務局次長)を1名雇用するための人件

費120万円を計上し420万円とする。

総会費は、前年度実績に基づき120

万円とし、懇親会費を2千円の有料化

とする。

支部運営助成費は、 13支部の活動費

等を含む168万円とする。

支部主催の「ものづくり教室」、「講演

会j等への支援のため、 1回あたり

1万円の助成として、 10万円の支部

イベン ト費を継続する。

-教育懇話会及び企業家同友会の活動費

に、それぞれ15万円と 10万円を支出

する。

-地域社会への貢献活動の一環で在学生

を巻き込んだ活動と して6年の実績が

ある「友電会主催ロポッ ト教室」への

支援活動費30万円を支出する。

-準会員助成費は、卒研対抗ソフ トボー

ル大会や卒業パーティー(1人2千円)

助成と して、 前年度実績並みの260

万円とする。

-平成30年度給付奨学金

特別会計収支予算

。収入の部
「一一一一一一一一一一一ー
一般会計から繰入金

合計

.支出の部

給付奨学金

予備費

合計

14 

(単位円)

10，959，430 

10，959，430 

1，800，000 

9，159，430 

10，959目430

-平成30年度収支予算案

・収入の部

科包

運用財産収入(預金利息)

会費収入

寄付 ・広告収入

総会収入(懇親会)

会誌講読収入

雑収入

前年度からの繰越金

海外研修 ・英会話特別会計からの繰入金

合計

.支出の部

科目

事務局費

給料諸手当(弁護士、会計士等)

事務費

諸雑費

会議費 ・交通費

三役 ・法人評議員活動費

部会 ・委員会活動費

事業費

総会費

名簿製作費(台帳)

機関誌製作費

学史編纂調査費

通信費

厚生費

(大学事業 ・関連事業)

(慶弔費)

支部運営助成費

(支部長会議費)

(支部開拓費)

(支部費)

(支部イベント費)

クラブ活動助成金※

教育懇話会費

企業家同友会

ロボット教室活動費

HP関係費

教育 ・研究助成費

教育 ・研究促進費

学内講演(研究)費

準会員助成費

記念事業積lL金

予備費

給付奨学金特別会計に繰出金

合 計

平成29年度 平成30年度
予算 予算

50，000 15，000 

23，000，000 26，000，000 

10，000 50，000 

200，000 250，000 

30，000 100，000 

O O 

15，325，928 4，305，253 

O 10，959，430 

38，615，928 41目679，683

平成29年度 平成30年度
予算 予算

11，800，000 10，850，000 

6，000，000 4，200，000 

1，500，000 1，500，000 

50，000 50，000 

3，150，000 4，000，000 

500，000 500，000 

600，000 600，000 

12，830，000 12，090，000 

1，500，000 1，200，000 

400目000 300目000

4，000，000 4，000，000 

180，000 O 

2，900，000 3，200目000

540，000 350，000 

270，000 250目000

270，000 100，000 

1，860，000 1，690，000 

30，000 60，000 

100，000 100，000 

1，630，000 1，430，000 

100，000 100，000 

400，000 400，000 

200，000 150，000 

200，000 100，000 

300，000 300，000 

350，000 400，000 

2，400，000 3，100，000 

400，000 400，000 

200，000 100，000 

1，800，000 2，600，000 

8，000，000 O 

3，585，928 4，680，253 

O 10，959，430 

38，615，928 41，679，683 

※クラブ活動助成金 学生のクラブ活動支援として学生課を通じて助成。

(単位円)

平成31年
4-6月

10，000 

26，000，000 

O 

100，000 

10，000 

O 

O 

O 

26，120，000 

平成31年
4-6月

2，710，000 

1，000，000 

500，000 

10，000 

1，000，000 

100，000 

100，000 

6，510，000 

1，200，000 

100，000 

2，500，000 

O 

2，000，000 

300，000 

150，000 

150，000 

160，000 

50，000 

50，000 

100，000 

10，000 

O 

100，000 

50，000 

50，000 

100，000 

200，000 

50，000 

50，000 

100，000 

O 

O 

O 

9，420，000 



'第6号議案一三 一 一 三 友 電 会 役 員 案 ]

-理事:21名 堀江健二郎 (H14) 新任 -顧問 :8名

福田 武 (E02) 現 細川雅巳 (1 14) 新任 白井 宏 (EOl)

小 松 周治 (F06) 現九州、|支部長 山下友彦 (J 15) 新任 羽 測完 俊 (EOl)

段 安 義彦 (F06) 現京都支部長 坂手博行 (J 21) 新任 安 弘 (FOl)

志 村 哲樹 (F07) 現東海総支部長・法人評議員 藤田英治 (E22) 現 池本善一 (E02)

震 瀬 一夫 (F07) 現 石橋明美 (1 25) 新任 猿 渡 洋 (F02)

水 省 元也 (E08) 現 中田亮生 (D32) 現 宮本公明 (F03)

深 野 隆司 (109) 新任関東総支部長 柴垣佳明 (D33) 現 中西義一 (E04)

北 地 憲 治 (E10) 新任関東総支部劃支部長 津田正雄 (P39) 新任 中山 修 (F06)

岡 本 清孝 (Hll) 現法人理事 ・法人評議員 -監事 :3名 -法人評議員 :2名

内 野 正道 (F12) 現 池田 清 (1 05) 現 山崎貞彦 (E10) 

小 林 守 正 (H12) 現兵庫支部副支部長 吉川博史 (105) 現 神 山 清明 (H15)

山 崎 敏之 (F14) 現奈良支部副支部長・法人評議員 野田鐘一 (F07) 新任

圃 友電会支部と支部長 支部名 支部長・卒業学科 ・期

関東総支部深野隆司 (109) 東海総支部志村哲樹 (F07) 奈良支部松井俊樹 (1 13) 

北関東支部山口文男 (H07) 静岡支部久保田陽一 (F05) 兵庫支部幸村常一 (H16) 

茨 城支部塩田善裕 (H12) 石 川 支 部 辻 久也 (1 l3) 九州支部小松周治 (F06)

千 葉 支 部 神 山 清 明 (H15) びわこ支部 津居比佐夫 (H17) 北米支部高岸英人 (F17) 

東 京 支部観野福太郎 (E04) 京都支部段安義彦 (F06)

神奈川支部田谷利明 (F07) 大阪支部平岡 臨 (107) 

各支部の情報は友電会ホームページで http://www.yudenkai.org/

| 大阪電気適時 | 
友電会組織図

評議員会

組織部会 事業部会

支部の育成 総会懇親会

支部の新設 -卒研室

支部長会 ソフトボール大会

その他 -大学 地域関連事業

-その他の事業

広報部会

azCz〉、幸面三o

「ゅうでんかいJ
その他発刊物

ホームページ
その他

総務 ・財務部会

予算決算

ー給付奨学金制度

-貸与奨学金制度
-短期貸与制度
-経理
-渉外

ー情報倫理委員会
ーその他

顧問

監事

事務局

-事務統括

名簿管理整理

-その他

特別委員会

・法人化委員会

.企業家同友会

・教育懇話会

周年事業委員会
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-平成30年度通常総会議案

(敬称略)184名です。友電会評議員は、[ 第7号議案 平成~I]年閣議員案 】
-_1;'当由主)ll::::I_

-_E芸事1・1ヨll::::I_

-_E~量IlJl匝ヨ・・・・・

-_E~韓民l!l匝ヨ圃圃圃圃圃

阪

阪

阪

阪

阪

新川拓也 (M31)大

中田亮生 (032)大

樫木嘉典 (E32)大

伏本和人 (1 29)大

守 (M30)大大 野

賀

良

庫

-・・・・監通間近亘書・・・・・

森蔭剛久 (E15)大阪

藤 井 耕 ( F15)大阪

宮像研次 (F15)愛知

皆川重裕 (G15)滋賀

神山清明 (H15)千葉

沖 洋 ( 1 15)神奈川

山下友彦 (J 15)愛知

堀江健二郎 (H14)滋

細川雅巳 (1 14)奈

田中二郎 (1 14)兵

阪

ー_~1'1:.誌記ヨ圃圃圃圃圃

〈
〉

阪

阪

阪

阪

阪

阪

阪

賀

阪

川

臨 (107)大

相羽政信 (E08)大

石 川 智之 (E08)大

水谷元也 (E08)大

尼丁正寄 (F08)大

幸田秀雄 (G08)大

鎌谷英一 (H08)大

中出知伸 (1 08)大

宇野茂嗣 (108)滋

船越亨 (1 08)大

芳 山 手口久 (108)香

平岡

-・・・・・量王諸JWl匝ヨ・・・・・

阪

-_1;'書桜Jll:::ヨ・・・・・

阪

圃・・・・・駐軍JI;tl!l匝ヨ・・・・・・

阿南景子 (D38)大

柴垣佳明 (D33)大

-_1;'当時ll:::ヨ・・・・・

圃圃圃圃圃駐~I・A当医司圃圃圃圃圃

阪

阪

岡

阪

金野洋明 (M36)大

長谷川慎二 (G36)大

古本賢二 (K36)静

山 村 友 律 (J35)大阪

庫

木

阪E_1;'語rllJl監理・・・・・

園友志保 (F17)大阪

高岸英人 (F17) 米

津居比佐夫 (H17)滋賀

元花修 (H17)兵庫

渡辺員行 (E16)大

幸村常一 (H16)兵

島田慎太郎 (H16)栃

首勝彦 (K16)大

-_1王逼:.m匝ヨ・・・・・

木 村功 (F09)茨城

宮崎一幸 (F09)大阪

栗栖敏朗 (F09)鹿児烏

大盲博司 (G09)大阪

岡川正寛 (H09)鳥取

下野首生 (H09)京都

森和明 (H09)兵庫

工藤英男 (1 09)大阪

深野隆司 (109)崎玉

柴育夫 (109)静岡

久保田陽一 (F05)静

山 口朝弘 (F05)滋

山 本弘 (F05)大

御崎正吾 (G05)大

木村幸治 (G05)大

香西順治 (G05)大

坂上晃 (G05)茨

高岡亨 (G05)京

玉置寛 (G05)奈

星野悟 (G05)大

堀内定夫 (G05)奈

堀井浩 (G05)千

薮野美律 (G05)兵

池 田 清 (105)京

吉 川博 史 (1 05)大

--ーさ~ô1誌記事圃圃圃圃圃

奥村義美 (E06)大

兵藤敏夫 (E06)京

吉 岡 睦 (E06)奈

段安義彦 (F06)京

吉田祐三 (F06)奈

小松周治 (F06)福

田 中 稲夫 (F06)滋

中山 修 (F06)大

湯場崎直養 (F06)京

大下正二郎 (G06)大

森川佳宥 (G06)京

北 川 昇 (H06)大

大川恒 一 (H06)大

阪本和夫 (H06)奈

松伏正隆 (H06)滋

横道一雄 (H06)兵

前 田 買 (106)兵

国松敬三 (1 06)大

藤本明 (1 06)兵

圃・・・・・量三連盟l訂i伝ヨ・・・・・

阪津田正雄 (P39)大-_E翌1Ill!l伝ヨ圃圃圃圃圃-_E~剖:Wl記司圃圃圃圃圃

良

-・・・・監謹凪ヨi匝ヨ・・・・・

賀

阪

西 川 達 也 (M41)滋

越野八重美 (L41)大

圃圃圃圃圃駐芸事~l誌記司圃圃圃圃圃阪

京

庫

庫

葉

井聖子川 一 (E10)大

北地憲治 (E10)東

山 崎貞彦 (E10)兵

山崎洋一郎 (H10)兵

佐藤渉 ー (1 10)千

-_1;'謹!lWl亘書・・・・・

玉

-_1;'当証11討ll:::ヨ・・・・・

阪

阪<>

村上豊裕 (G44)大

岡崎浩也 (L付)大

都

阪

良

奥田裕 (H20)京

中川 雅 弘 (H20)大

中 前 浩 也 (H20)奈 圃圃圃圃圃駐謹眠時記事圃圃圃圃圃

竹 中 浩之 (F45)和歌山

圃圃圃圃圃駐笠間i匝司圃圃圃圃圃

阪中 島 拓 哉 (E48)大

阿

賀

阪

阪

阪

阪

城

都

良

阪

良

薬

庫

都

阪

阪

都

良

都

良

岡

賀

阪

都

阪

都

阪

阪

良

質

庫

庫

阪

庫

E ・E ・1;'遁E討i伝諸国圃圃

青木政冶 (EOl)埼玉

大角武紘 (EOl)大阪

大塚敏兼 (EOl)茨城

西原正明 (EOl)香川

羽測完俊 (EOl)神奈川

藤崎紘久 (EOl)大阪

宮崎 孝 (EOl)神奈川

白 井 宏 (EOl)兵庫

安 弘 (FOl)京都

圏 次 茂 (FOl)山口

野村康明 (FOl)愛知

-・・・・・量三週崎誌記ヨ・・・・・

庫

庫

庫

阪

締

賀

玉

庫

城

樫木 親 房 (E02)兵

池本善 一 (E02)兵

小西巌 (E02)兵

谷口一雄 (E02)大

福田武 (E02)長

藤野雅也 (E02)滋

猿渡洋 (F02)埼

本 田 頒次 (F02)兵

吉 田 栄治 (F02)茨

三 上 哲 夫 (M40)奈都

阪

田 中 庸 介 (E18)京

生駒京子 (1 18)大-_1宣言書齢制記ヨ・・・・・

圃圃圃圃圃量三週'Jl!l匝ヨ圃圃圃圃圃

竹 田 治英 (F19)埼

-_1;'藷噛l!!l民主・・・・・・・

杉 田 吉広 (G21)神奈川

坂本充 (H21)千葉

坂 手 宏行 (J21)埼玉

-_~~;1illlJl匝司圃圃圃圃圃

川

阪

重

阪

松 田 聖書 (Fll)石

鬼原治紀 (G11)大

小舟定行 (Gll)三

岡本清孝 (H11)大

-_1;'謹~I誌記ヨ・・・・・

-・・・・駐謹I:ll!ll:::ヨ・・・・・

圃圃圃圃圃駐却制l!正面司圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃駐通腕誌面ヨ圃圃圃圃圃 琢 磨 (049)和歌山

-_1;'話品目Ill::::I_

阪

庫

阪

辻

-_1;'，通四IHl匝ヨ・・・・・

嶋村拓都 (M50)大

先日

-・・・・駐識~Wl匝ヨ・・・・・

熊谷寿倫 (F23)京

竹内和生 (123)埼

粛畑森 (K23)東

三砂博 (K23)大

-退任

上杉靖男 (E02)兵

-死亡退任

稲垣肇 (E03)大-_1主導官"1:匝ヨ・・・・・

。EP新任

京

E ・E ・1;'剖司訂i匝:1-

早野秀樹 (E28)大

清水良 (F28)福

都

玉

京

阪

藤田英治 (E22)愛

〈
〉

阪

賀

玉

庫

城

内野正道 (F12)大

震谷明 (F12)滋

恩智博司 (H12)埼

小林守正 (H12)兵

塩田善裕 (H12)茨

-・・・・量三三r.l!Wl匝ヨ・・・・・

庫剣 (G24)兵薄井

E_E通I'Wl匝司圃圃圃圃圃

知

良

川

良

榊 原 秀 之 (H13)愛

辻佳彦 (H13)奈

辻久也 (1 13)石

松井俊樹 (1 13)奈

E ・E ・E製品訂1匝ヨ・・・・・

阪

阪

岡

竹本信之 (E03)大阪

原 夫 (E03)大阪

野田哲治 (F03)愛知

菅野手口夫 (F03)岩手

佐 藤 功 (F03)長野

辻喜代克 (F03)大阪

贋沢洋 (F03)滋賀

三橋長夫 (F03)滋賀

宮本公明 (F03) 米

辻勝久 (E04)三 重

北森弘樹 (E04)奈良

中西義一 (E04)滋賀

観野福太郎 (E04)東京

藤原公彦 (E04)京都

大下真二郎 (F04)長野

川 口 明 良 (F04)神奈川

中 島良造 (F04)大阪

藤 田 順彦 (F04)奈良

E ・E ・1;'ヨ回討ll::::I_

木 村 正彦 (E05)奈良

中尾 稔 (E05)大阪

中野正三 (E05)東京

守上芳士 (E05)神奈川

岩本吉男 (F05)埼玉

大野一虞 (F05)大阪

尾方康祐 (F05)千葉

石橋明美 (1 25)東

西尾博道 (F26)大

-_1;'通rmJlI:::ヨ・・・・・
阪

良

良

良

森 石 峰 ー (F14)大

山崎敏之 (F14)奈

倉中宏 (G14)奈

津本雅章 (H14)奈

稲原贋法 (E07)兵 庫

畝本正一 (E07)東 京

蝉 正 敏 (F07)大 阪

志村哲樹 (F07)愛知

田谷 利 明 (F07)神奈川

寺田豊 (F07)滋賀

野田鐘 (F07)大 阪

長谷川 洋 (F07) 米

贋 瀬 夫 (F07)新潟

中口武 (G07)大阪

ー 谷醇 (H07)滋賀

田甫佐雅博 (H07)滋賀

山口文男 (H07)群馬

井平佳秀 (107)大 阪

亡くなられた会員の方々です
平成29年度中に友電会事務局に届け出のあった方々です。

ご冥福をお祈リいたします。

三 本 正奉 (E02) 中 村 勝 彦 (E03) 古瀬政信 (H06) 岩崎公輔 (H10) 福西与志孝 (E 18) 嘉祥寺巧 (K22)

椙川 健 二 (E02) 中 島敏 (E04) 高宮 晃 (H06) 宇津秀夫 (H10) 藤尾 勝目19) 三宅純司 (1 25) 

福嶋紀男 (F02) 団 代晃 (F05) 福本裕文 (E08) 寺浦 茂 (E12) 藤野 明 (G20) 喜多史彦 (J25) 

稲垣 肇 (E03) 増 田 健二 (F05) 三谷幸一郎 (H08) 村上恒文 (E16) 福間 j享 (1 20) 松岡利行 (127) 

加藤和昭 (E03) 松本嘉彦 (1 05) 千 田 博明 (H09) 松山忠之 (1 17) 片山 淳 (H21) 椛本浩規 (246)
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法人化への経緯と定款案の要旨

1 はじめに

<法人化の経緯>

昭和51年法人化推進の決議

昭和52年法人化活動方針が承認

昭和58年 法人化資金計画の決議、法人化基金の徴収開始

(平成22年度入学者まで27年間継続)

平成20年法人法の改正

平成26年 法人化推進を再決議、法人化委員会を設置

平成28年 法人化委員会の再編成、定款(案)の作成

平成30年総会承認を得て、法人登記予定

2 定款案の要旨(法人法に基づく書式)

第 1章 総則 (第 1~6条)

-名称を「一般社団法人大阪電気通信大学友電会」とする。

ー所在地を大阪電気通信大学内におく。

-目的、事業は現行どおり。ただし、事業は非営利型の法人

として行う。

-公告方法は電子広告による。

-機関として理事会および監事をおく。

第2章会員および社員 (第ア~ 1 6条)

会員は現行どおり。ただし入会金は削除。

概ね正会員500人の中から 1人の割合で選出される代議

員をもって、法人法に定める社員とする。

-社員は正会員の中かう選出し、理事会の承認後会長が社員

総会で報告する。

社員の任期は、 2年とする。

正会員および準会員は社員総会の定める額の会費を支払う。

-会員名簿、社員名簿は主たる事務所に備えておく。

第3章 社員総会 (第 17~25条)

-社員をもって構成し、議決権は社員1名につき1個とする。

決議は、社員の過半数が出席し、その過半数をもって行う。

議事録は、議長、会長および出席社員2名が記名押印し、

10年間保存する。

第4章 役 員 等 (第26~33条)

理事11名以上21名以内、監事 2名以上3名以内とし、

理事のうち 1名を会長、 3名以内を副会長、 1名を事務局

長とする。

会長をもって法人法上の代表理事とする。副会長および事

務局長をもって同じく業務執行理事とする。

理事および監事は、社員総会の決議により社員から選任、

会長、副会長および事務局長は、理事会の決議により理事

から選定する。

-理事および監事は、無報酬とし、職務執行に要する費用を

支払う。

-会長が顧問をおき、会長の諮問に応え意見を述べる。

第5章理事会 (第34~42条)

理事会は、理事をもって構成し、監事は理事会に出席し、

意見を述べる。

決議は理事の過半数が出席し、その過半数をもって行う。

議事録は、代表理事および監事が記名押印し、 10年間保

存する。

第6章資産および会計 (第43~46条)

事業年度は、毎年4月1日から翌年3月31日とする。

ー事業計画および収支予算は、毎事業年度の開始の日の前日

までに会長が作成し、理事会の承認を受け、社員総会に提

出し、承認を受ける。

事業報告および収支決算(貸借対照表、損益計算書(正昧財産

増減計算書)および財産目録)は、毎事業年度終了後、会長が

作成し、監事の監査後理事会の承認を受け、社員総会に提

出し承認を受ける。

当法人は余剰金の分配を行わ芯い。

第ア章解散および清算 (第47~48条)

ー解散による清算の残余財産は、大阪電気通信大学に贈与する。

第8章委員会および部会 (第48~50条)

-理事会の決議により委員会および部会を設置する。

-委員および部員は理事会が選任し、運営に関する事項は理

事会の決議による。

第9章事務局 (第51条)

職員は会長が理事会の承認を得て任免する。

職員は有給とし、組織および運営に関し必要芯事項は、理

事会の決議による。

第10章支 部 (第52条)

理事会の決議により支部を設置する。

組織および運営に関し必要芯事項は、理事会の決議による。

第 11章附則 (第53~62条)

支部は、当法人成立の日から、当法人の支部となる。

定款に定めるもののほか、必要芯事項は理事会の決議によ

り定める。

設立時社員は法人化委員9名とし、任期を設立後最初の定

時社員総会までとする。

-設立時理事は現理事21名、設立時監事は現監事3名とし、

設立理事の任期は設立後最初の定時社員総会までとする。

-定款作成代理人は、司法書士井上真太郎とする。
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-平成30年度通常総会議案

』第8号議案 一般社団法人一気通 信大詰電会定款案】

第 1章総則

(名称)

第 1条 当法人は、 般社団法人大阪電気通信大学友電会と称する。

(主たる事務所等の所在地)

第2条 当法人は、主たる事務所を大阪府寝屋川市初町18番 B号大

阪電気通信大学内におく。

(目的)

第3条 当法人は、会員相互の親睦と研修を図るとともに、学校法

(事業)

人大阪電気通信大学と緊密に連携を保持し、その発展に協

力して、教育、学術及び文化の発展に寄与するととを目的

とする。

第4条 当法人は、前条の目的を達成するため、非営利型の法人と

して次の事業を行う。

(1)会員相互の親睦に関する事業

( 2 )研究発表会、講習会、座談会等の開催に関する事業

(3 )機関誌等の広報に関する事業

(4 )学校法人大阪電気通信大学発展に関する事業

( 5 )その他、当法人の目的を達成するために必要芯事業

(公告方法)

第5条 当法人の公告は、電子公告により行う。ただし、事故その

(機関)

他やむを得広い事由によって電子公告をすることができな

い場合は、官報に掲載する方法により行う。

第6条当法人は、理事会及び監事をおく。

第2章会員及び社員

(会員)

第7条当法人の会員は、次のとおりとする。

(1)正会員

学校法人大阪電気通信大学が設置した大学の学部を卒

業、又は大学院を修了した者で、卒業時あるいは修了

時までに社員総会の定める額の会費を納めた者

( 2 )準会員

学校法人大阪電気通信大学が設置した大学の学部又は

大学院に在籍している学生で、社員総会の定める額の

会費を納めた者

( 3 )特別会員

学校法人大阪電気通信大学の専任職員(大阪電気通信

大学高等学校の職員を除く。)

( 4 )賛助会員

当法人の目的に賛同し、その事業を援助する者で、理

事会の承認を得た個人又は団体

( 5 )名査会員

当法人の目的達成に貢献をした者で、理事会の決議を

経て推薦された個人

(社員及び代議員)

第8条 当法人は、おおむね正会員500人の中から 1人の割合で選出
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される代議員をもって一般社団法人及び一般財団法人に関

する法律(以下「法人法jという。)に定める社員とする。

(社員の選出)

第9条 社員は、当法人の正会員の中から選考し、理事会の承認を

もって選出され、会長が社員総会で報告する。

2 社員の選考方法等、必要な事項は別に定める。

(社員の任期)

第10条社員の任期は、選出後2年以内に終了する事業年度のうち

最終のものに関する定時社員総会の終結のときまでとする。

ただし、任期満了後においても後任者が選出されるまでは

その職務を行わ芯ければならない。

2 社員が社員総会決議取消しの訴え(法人法第266条第 1項)、

解散の訴え(法人法第268条)、責任追及の訴え(法人法第

278条)及び役員の解任の訴え(法人法第284条)を提起して

いる場合(法人法第278条第 11頁に規定する訴えの提起の請

求をしている場合を含む。)には、前I頁本文の規定にかかわ

らず、当該訴訟が終結するまでの問、当該社員はなお法人

法上の社員たる地位を有するものとする。ただし、当該社

員は、役員の選任及び解任(法人法第63条及び第70条)並び

に定款変更(法人法第146条)についての議決権は有しない

ものとする。

3 任期満了前に退任した社員の補欠として選出された者の任

期は、前任者の任期の残存期間と同ーとする。

4 増員により選出された社員の任期は、他の社員の任期の残

存期間と同 とする。

(正会員の権利)

第11条 社員でない正会員は、法人法に規定された次に掲げる社員

の権利を、社員と同様に当法人に対して行使することがで

きる。

( 1 )法人法第14条第 21頁に定める権利(定款の閲覧等)

( 2 )法人法第32条第 2項に定める権利(社員名簿の閲覧等)

( 3 )法人法第50条第 61頁に定める権利(社員の代理権証明

書面等の閲覧等)

( 4 )法人法第51条第 41頁及び第52条第 5項に定める権利

(議決権行使書面等の閲覧等)

( 5 )法人法第57条第 4項に定める権利(社員総会の議事録

の閲覧等)

( 6)法人法第129条第 3項に定める権利(計算書類等の閲覧

等)

(7)法人法第229条第 21頁に定める権利(清算法人の貸借対

照表等の閲覧等)

(8 )法人法第246条第 3項、第250条第3項及び第256条第

31頁に定める権利(合併契約等の閲覧等)

(会費の支払義務)

第12条正会員(社員を含む。)及び準会員は、社員総会の定める額

の会費を支払わなければなら芯い。

(退会)

第13条会員は、次に掲げる事由によって退会する。

(1)会員本人の退会の申し出

( 2 )死亡

( 3 )除名

(4 )失践宣告を受けたとき

( 5)成年被後見人又は被保佐人となったとき



2 会員の除名は、当法人の名誉を致損し、又は当法人の目的

に反する行為をする等正当な事由があるときに限り、社員

総会の決議によってすることができる。との場合は、当該

会員に対し、当該社員総会の日から 1週間前までにその旨

を通知し、かつ、社員総会において弁明する機会を与える

ものとする。

3 第 11頁の規定により会員が退会する場合でも、当該会員が

既に支払った会費の返還は行わないものとする。

(退社)

第14条社員は、次に掲げる事自によって退社する。

( 1 )社員本人の退社の申し出

( 2 )死亡

( 3 )総社員の同意

(4 )除名

( 5 )失践宣告を受けたとき

( 6 )成年被後見人又は被保佐人となったとき

2 社員の除名は、当法人の名誉を皇室損し、又は当法人の目的

に反する行為をする等正当な事由があるときに限り、社員

総会の決議によってすることができる。この場合は、当該

社員に対し、当該社員総会の日から 1週間前までにその旨

を通知し、かつ、社員総会において弁明する機会を与える

ものとする。

3 第 11頁の規定により社員が退社する場合でも、当該社員が

既に支払った会費及び経費の返還は行わないものとする。

(会員名簿)

第15条 当法人は、会員の氏名及び住所を記載した会員名簿を作成

し、当法人の主たる事務所に備えおくものとする。

2 当法人の会員に対する通知又は催告は、会員名簿に記載し

た住所、又は会員が当法人に通知した居所にあてて行うも

のとする。

3 会員名簿の管理は、個人情報保護法による。

(社員名簿)

第16条 当法人は、社員の氏名及び住所を記載した社員名簿を作成

し、当法人の主たる事務所に備えおくものとする。

2 当法人の社員に対する通知又は催告は、社員名簿に記載し

(構成)

た住所、又は社員が当法人に通知した居所にあてて行うも

のとする。

第 3章社員総会

第17条社員総会は、社員をもって構成する。

2 社員総会における議決権は、社員 1名につき 1個とする。

(権限)

第四条 社員総会は、次の事項について決議する。

(1)会費

( 2)会員及び社員の除名

( 3 )理事及び監事の選任及び解任

( 4 )事業計画及び収支予算

( 5 )事業報告

( 6 )貸借対照表、損益計算書(正昧財産増減計算書)及び財

産目録

(7)定款の変更

( 8 )解散

( 9 )理事会において社員総会に付議した事項

(10)前各号に定めるもののほか、社員総会で決議するもの

として法令又はこの定款で定められた事項

(開催)

第19条 当法人の社員総会は定時社員総会及び臨時社員総会の 2種

(招集)

とし、定時社員総会は、毎年 1回、毎事業年度末日の翌日

から 3か月以内に開催し、臨時社員総会は、必要に応じて

開催する。

第四条社員総会は、法令に別段の定めがある場合を除き、理事会

の決議に基づき会長がこれを招集する。

2 総社員の議決権の10分の 1以上の議決権を有する社員は、

会長に対し、社員総会の目的である事項及び招集の理由を

示して、社員総会の招集を請求することができる。その場

合、理事会の決議により会長がこれを招集する。

3 社員総会を招集するには、法令に別段の定めがある場合を

(議長)

除き、開催日より 1週間前までに、社員に対して書面で招

集通知を発しなければなら芯い。

第21条社員総会の議長は、当該社員総会において社員の中から選

出する。

(決議)

第22条社員総会の決議は、法令又はとの定款に別段の定めがある

場合を除き、総社員の議決権の過半数を有する社員が出席

し、出席した当該社員の議決権の過半数をもって行う。

2 前項の規定にかかわらず、次の決議は、総社員の半数以上

であって、総社員の議決権の3分の 2以上に当たる多数を

もって行う。

(1)会員及び社員の除名

( 2 )理事及び監事の解任

( 3 )定款の変更

(4 )解散

( 5 )前各号に定めるもののほか、法令で定められた事項

(議決権の代理行使)

第四条 社員は、当法人の社員 1名を代理人として、議決権を行使

することができる。ただし、この場合には、社員総会ごと

に代理権者E証する書面を提出しなければ芯ら芯い。

(決議の省略)

第四条理事又は社員が社員総会の目的である事項について提案を

した場合において、当該提案につき、社員の全員が書面又

は電磁的記録により同意の意思表示をしたときは、当該提

案を可決する旨の社員総会の決議があったものとみなす。

(社員総会議事録)

第25条 社員総会の議事については、法令に定める事項を記載した

議事録を作成し、議長、会長及び出席社員 2名がこれに署

名又は記名押印し、 10年間当法人の主たる事務所に備えお

くものとする。

第4章役員等

(役員の設置)

第26条当法人に、次の役員をおく。

(1)理事 11名以上21名以内

( 2 )監事 2名以上 3名以内

2 理事のうち 1名を会長、 3名以内を副会長、 1名を事務局

長とする。

3 前項の会長をもって法人法上の代表理事とし、副会長及び

事務局長をもって同法第91条第 11頁第2号の業務執行理事

19 



-平成30年度通常総会議案

とする。

(役員の選任)

第27条 理事及び監事は、社員総会の決議によって社員から選任する。

2 会長、副会長及び事務局長は、理事会の決議によって理事

から選定する。

(理事の職務及び権限)

第四条 理事は、理事会を構成し、法令及びこの定款で定めるとこ

ろにより、職務を執行する。

2 会長は、法令及びこの定款で定めるところにより、当法人

を代表し、その業務を執行する。

3 副会長は会長を補佐し、会長に事故があるときは、会長が

あらかじめ理事会の承認を得て定めた順位に従いその職務

を代行し、会長が欠けたときはその職務を行う。

(監事の職務及び権限)

第四条 監事は、理事の職務の執行を監査し、法令で定めるところ

により、監査報告を作成する。

2 監事は、いつでも、理事及び使用人に対して事業の報告を

求め、当法人の業務及び財産の状況の調査をすることがで

きる。

(理事及び監事の任期)

第30条 理事及び監事の任期は、選任後 2年以内に終了する事業年

度のうち最終のものに関する定時社員総会の終結のときま

でとする。ただし、再任を妨げない。

2 任期満了前に退任した理事及び監事の補欠として選任され

た者の任期は、前任者の任期の残存期間とする。

3 増員により選任された理事の任期は、他の在任理事の任期

の残存期間とする。

4 理事又は監事は、第四条に定める定数に足りなくなるとき

は、任期の満了又は辞任により退任した後も、新たに選任

された者が就任するまで、なお理事又は監事としての権利

義務を有する。

(報酬等)

第31条 理事及び監事は、無報酬とする。ただし、その職務執行に

要する費用を支払うことができる。

(責任の一部免除又は限定)

第32条当法人は、理事及び監事の法人法第III条第 1項の賠償責

任について、法令に定める要件に該当する場合には、理事

会の決議によって、賠償責任額から法令に定める最低責任

限度額を控除して得た額を限度として免除することができ

る。

2 当法人は、理事(業務執行理事又は当法人の使用人で芯い

ものに限る。)又は監事との間で、法人法第III条第 11頁の

賠償責任ついて、法令に定める要件に該当する場合には、

賠償責任を限定する契約を締結することができる。ただし、

その契約に基づく賠償責任の限度額は、金10万円以上で当

法人があらかじめ定めた額と法令の定める最低責任限度額

とのいずれか高い額とする。

(顧問)

第33条会長は、当法人に顧問をおくことができる。
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2 顧問は会長の諮問に応え、意見を述べることができる。

3 顧問には、必要芯諸経費を支払うことができる。

第5章理事会

(構成)

第34条 理事会は、すべての理事をもって構成する。

2 監事は、理事会に出席し、必要があると認めるときは、意

見を述べなければ芯らない。

(権限)

第35条理事会は、次の職務を行う。

(招集)

(1)当法人の業務執行の決定

( 2 )理事の職務の執行の監督

( 3 )会長、副会長及び事務局長の選定及び解職

(4 )前各号に定めるもののほか、法令又はこの定款で定め

られた事項

( 5 )その他、会長が必要と認めた事項

第36条 理事会は、会長が招集し、開催日の 1週間前までに各理事

及び各監事に対して招集の通知を発するものとする。ただ

し、緊急の場合にはとれを短縮するととができる。

(招集手続の省略)

第37条 理事会は、理事及び監事の全員の同意があるときは、招集

手続を経すに開催することができる。

(議長)

第38条理事会の議長は、会長がこれに当たる。

(決議)

第39条理事会の決議は、決議について特別の利害関係を有する理

事を除く理事の過半数が出席し、その過半数をもって行う。

(;夫議の省略)

第40条 理事が理事会の決議の目的である事項について提案をした

場合において、当該提案につき議決に加わるととができる

理事の全員が書面又は電磁的記録により同意の意思表示を

したとき(監事が当該提案について異議を述べたときを除

く。)は、当該提案を可決する旨の理事会の決議があったも

のとみなす。

(報告の省略)

第41条 理事又は監事が、理事及び監事の全員に対して理事会に報

告すべき事項を通知したときは、当該事項を理事会ヘ報告

することを要しない。ただし、法人法第91条第2項の規定

による報告については、この限りではない。

(理事会議事録)

第42条 理事会の議事については、法令で定めるところにより、議

事録を作成する。

2 出席した代表理事及び監事は、前項の議事録に署名又は記

名押印する。

3 第 11頁の議事録は理事会の日から10年間主たる事務所に備

えおく。

第6章資産及び会計

(事業年度)

第43条 当法人の事業年度は、毎年4月1日から翌年3月31日まで

の年 l期とする。

(事業計画及び収支予算)

第44条 当法人の事業計画及び収支予算については、毎事業年度の

開始の日の前日までに、会長が作成し、理事会の承認を受け

なければ芯らない。これを変更する場合も、同様とする。

2 前項の事業計画及び収支予算は、定時社員総会に提出し、



承認を受けなければならない。

(事業報告及び収支決算)

第45条 当法人の事業報告及び収支決算については、毎事業年度終

了後、会長が次の書類を作成し、監事の監査を受けた上で、

理事会の承認を受けなければなら芯い。

( 1 )事業報告

( 2 )事業報告の附属明細書

( 3 )貸借対照表

( 4 )損益計算書(正昧財産増減計算書)

( 5 )貸借対照表及び損益計算書(正昧財産溜減計算書)の附

属明細書

( 6 )財産目録

2 前項の書類のうち、第 1号、第3号、第4号及び第 6号の

書類については、定時社員総会に提出し、承認を受けなけ

ればならない。

3 第1項の書類及び監査報告書を、定時社員総会の日の2週間

前の日から5年間、主たる事務所に備えおくものとする。

(剰余金)

第46条 当法人は、剰余金の分配を行わない。

第7章解散及ひ清算

(解散の事由)

第47条 当法人は、次に掲げる事由によって解散するものとする。

(1)社員総会の決議

( 2 )社員が欠けたこと

( 3 )合併(合併により当法人が消滅する場合に限る。)

( 4 )破産手続開始の決定

( 5 )法人法第261条第 11頁又は第268条の規定による解散を

命する裁判

(残余財産の帰属)

第48条 当法人が清算をする場合において有する残余財産は、学校

法人大阪電気通信大学に贈与するものとする。

第 8章委員会及び部会

(委員会の設置等)

第49条 当法人の事業を推進するために必要あるときは、理事会は、

その決議により、委員会を設置するととができる。

2 委員会の委員は、理事会が選任する。

3 委員会の任務、構成及び運営に関し必要な事項は、理事会

の決議により別に定める。

(部会の設置等)

第50条 当法人の事業を推進するために必要あるときは、理事会は、

その決議により、部会を設置することができる。

2 部会の部員は、理事会が選任する。

3 部会の任務、構成及び運営に関し必要な事項|志、理事会の

決議により別に定める。

第 9章事務局

(設置等)

第51条 当法人の事務を処理するため、事務局を設置する。

2 事務局には、事務局長及び所要の職員を置く。

3 前項の職員は、会長が理事会の承認を得て任免する。

4 職員は、有給とする。

5 事務局の組織及び運営に関し必要な事項は、理事会の決議

により別に定める。

第10章支部

(設置等)

第52条 当法人は、理事会の決議により、支部を設置することがで

きる。

2 支部の組織及び運営に関し必要な事項は、理事会の決議に

より別に定める。

第11章附則

(大阪電気通信大学友電会の支部)

第53条 大阪電気通信大学友電会の支部は、前条の規定にかかわら

す¥当法人成立の日から当法人の支部となる。

(委任)

第54条 この定款に定めるもののほか、当法人の運営に必要な事項

は、理事会の決議により別に定める。

(設立時社員の氏名及び住所)

第55条 当法人の設立日寺社員の氏名及び住所は、次のとおりとする。

[社員-住所社員・氏名]

(設立時社員の任期)

第56条 設立時社員の任期は設立後最初の定時社員総会までとする。

(設立時役員)

第57条 当法人の設立時理事及び設立時監事は、次のとおりとする。

設立時理事 [理事・氏名] 、 [理事 ・氏名]

[理事・氏名] 、 [理事・氏名]

設立時監事

(設立時理事の任期)

[監事・氏名] [監事・氏名l

第58条 設立時理事の任期は設立後最初の定時社員総会までとする。

(最初の事業年度)

第59条 当法人の最初の事業年度は、当法人成立の日から平成00

年3月31日までとする。

(最初の事業年度の事業計画及び収支予算)

第印条 当法人の最初の事業年度の事業計画及び収支予算について

は、第44条の規定にかかわらず、当法人成立後速やかに会

長が作成し、理事会の承認を受け芯ければ芯らない。

(大阪電気通信大学友電会の会員)

第61条 大阪電気通信大学友電会の正会員は、第7条の規定にかか

わらす、当法人成立の日から当法人の正会員となり、大阪

電気通信大学友電会の準会員は第7条の規定にかかわらず、

当法人成立の日から当法人の準会員と芯る。

(定款に定めのない事項)

第62条 この定款に定めのない事項については、すべて法人法その

他の法令の定めるところによる。

以上、 一般社団法人大阪電気通信大学友電会を設立するため、設

立時社員00外O名の定款作成代理人である司法書士井上真太郎は、

電磁的記録である本定款を作成し、電子署名する。

平 成年月 日

設立時社員 [社員氏名]

設立時社員 [社員氏名]

設立時社員 [社員氏名l
上記設立時社員O名の定款作成代理人

司法書士井上真太郎
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-友電会定款

大阪電気通信大学友電会定款

第 1章総則

第 1条 本会は大阪電気通信大学友電会と称する。

第2条 本会は事務所を大阪府寝屋川市初町18番 B号大阪電気通信

大学内に置く。

第3条 本会は理事会の議決を経て支部を設けることが出来る。支

部設置規則は、この定款の細則として別に定める。支部に

は支部長を置く。

第 2章 目的および事業

第4条 本会は大阪電気通信大学と緊密に連繋を保持し、その発展

に協力し会員相互の続陸と研修を図ると共に教育、学術、

文化の発展に寄与することを目的とする。

第5条 本会は前条の目的を達成するために次の事業を行う。

①研究発表会、講習会、座談会等の開催

②機関誌、その他の刊行

③大阪電気通信大学発展のための事業

④会員相互の親睦と連絡

⑤その他、目的を達成するための事業

第 3章会員

第6条本会の会員は次の通りとする。

①正会員

学校法人大阪電気通信大学が設置した大学の学部、大学

院を卒業、または修了した者で、卒業時あるいは修了時ま

でに所定の入会金および会費を納めた者

①準会員

学校法人大阪電気通信大学が設置する大学の学部、大学

院に在籍している学生で、所定の入会金を納めた者

①特別会員

学校法人大阪電気通信大学が設置する大学の学部、大学

院に専従する教職員である者

④賛助会員

本会の目的に賛同し、その事業を援助する者で、理事会

の承認を得た個人または団体

⑤名誉会員

本会の目的達成に多くの貢献をした者で理事会の決議を

経て推薦された個人

第7条会員は総会を組織し、総会の議決に加わる。

2、会員は本会の目的事業の遂行に積極的に協力するとともに、

本会の会員としてふさわしくない行為をしてはなら芯い。

3、会員は本会の行う事業に対し、優先的にその利益を受ける

ことが出来る。

第8条会員は次の理白によりその資格を喪失する。

①脱 退

②死亡および失跡宣言

③除名

第9条 会員が次の各号のーに該当するときは総会の議決を経て、会

長がこれを除名することが出来る。

①本会の会員としての義務に違反したとき

①本会の名誉を傷つけ、または本会の目的に反する行為が

あったとき

第10条既納の入会金および会費等はいかなる理白があっても、こ

れを返還しない。

第4章役員、評議員、顧問および職員

第11条本会には次の役員を置く。
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理事10名以上21名以内(うち会長 l名、副会長 3名、事務

局長 1名を含む)。

監事3名。

理事および監事は評議員会で選出し総会で承認を得る。

理事はE選で会長 1名、副会長3名、事務局長 1名を決め

る。理事は会長の指名により財務担当をはじめとする会務

を分担する。

監事は理事を兼任出来ない。

第12条会長は本会の業務を総理し本会を代表する。

2、副会長は会長を補佐し、会長に事故あるとき、または欠け

たときは会長があらかじめ指名した順序によって、その職

務を代行する。

第13条 理事は理事会を組織し、この定款に定めるもののほか、総

会より委任せしめられた事項は議決し、執行する。

第14条 監事は友電会業務、財産の運用、会計の処理等の監査を行う。

第15条 本会の役員の任期は2年とする。ただし再任を妨げない。

2、補欠による役員の任期は前任者の残任期間とする。

3、役員はその任期満了後でも後任者が就任するまではその職務

を行う。

4、役員は本会の役員としてふさわしく芯い行為があった場合、

または特別の事情があった場合には、その任期中であって

も理事会の議を経て評議員会の議決により、会長がとれを

解任することが出来る。

第16条役員は有給とすることが出来る。

第17条本会には評議員を若干名置く。

2、評議員は評議員会を組織し、この定款に定めるもののほか、

総会より委任せしめられた事項を議決する。また理事会の

諮問に応す、る。

3、評議員の任期は 2年とする。ただし再任は妨げない。

第四条本会の評議員は次の通りとする。

①正会員のうちから卒業年度別に総会または理事会で選出された者

①支部長

第四条 本会には理事会の議決により顧問を若干名置くことが出来る。

2、顧問は会長がこれを委嘱する。

3、顧問は会長の相談に応する。

第四条 本会の事務を処理するため、事務局を設け職員を置くこと

が出来る。

2、職員は会長が任免する。

3、職員は有給とする。

第5章会議

(理事会)

第21条 理事会は毎年6回会長が招集する。ただし、会長が必要と

認めた場合または理事現在総数の3分の l以上、あるいは

監事から会議の目的たる事項を示して詰求のあったときは、

ただちに会長は臨時理事会を招集しなければ在よらない。

2、理事会の議長は会長とする。

第22条 理事会の議事は、乙の定款に別段の定めがある場合を除く

ほか、理事現在総数の2分の l以上出席し、その出席理事

の過半数でとれを決し、可否同数のときは、議長の決する

ところによる。

2、理事は理事会を欠席する場合、あらかじめ書面をもって意見

を表明しなければなら忽い。

3、理事の委任状は出席者とみなされない。ただし、支部長が

理事を兼ねた場合に限り、当該支部の役員で、理事で芯い

者が委任状を持参のうえ、代理として出席し、議決と執行

に加わることが出来る。



(評議員会)

第四条 評議員会は毎年3回会長が招集する。ただし会長または監

事が必要と認めたとき、または評議員現在総数の 2分の l

以上から会議の目的たる事項を示して請求のあったときは、

会長はその請求のあった日かう20日以内に評議員会を招集

しなければならない。

第四条 評議員会の議長は会議のつど評議員の互選で決める。

第25条 評議員会の招集は、すくなくとも10日以前にその会議に付

議すべき事項、日時および場所を記載した書面をもって通

知する。

第四条 次に掲げる事項については、理事会においてあらかじめ評議

員の意見を間かなければならない。

①事業計画および収支予算案、ならびに事業報告および収支決算につ

いての事項

①不動産の買入れ、または基本財産の処分についての事項

③その他、本会の業務に関する重要事項で会長において必要と認めた

事項

第27条評議員会は評議員現在数の 5分の l以上出席しなければ、

その議事を聞き議決することは出来ない。ただし、当該議

事につき書面をもってあらかじめ意志を表示した者は、出席

者とみなす。

第四条 評議員会の議事は、この定款に別段の定めがある場合を除

くほか出席者の過半数で決し、可否同数のときは議長の決

するところによる。

(総 会)

第四条 通常総会は毎年 1回、会計年度終了後90日以内に会長が招

集する。

2、臨時総会は理事会または監事が必要と認めたとき、ただち

に会長がこれを招集しなければなら芯い。

第30条 会長は会員現在総数の10分の l以上から会議に付議すべき

事項を示して、総会の招集を請求された場合には、その請

求のあった日か520日以内に臨時総会を招集し芯ければ芯

らない。

第31条 総会は、すくなくとも10日以前にその会議に付議すべき事項、

日時および場所を記載した書面をもって通知する。

第32条 次の事項は通常総会に提出して、その承認を受けなければ

定よら芯し1。

①事業報告および収支決算定ょうびに事業計画および収支予算

①財産目録および貸借対照表

①その他理事会において必要と認めた事項

第33条総会は、会員現在総数の200分の 1以上出席し芯ければ、そ

の議事を開き議決をすることが出来ない。ただし、当該事

項につき書面をもってあらかじめ意去を表示した者は出席者

とみなす。

第34条 総会の議事は、との定款に別段の定めがある場合を除くほか、

出席者の過半数で決し、可否同数のときは議長の決すると

ころによる。

第35条 総会の議事の要項および議決した事項は会員に通知する。

第36条 総会、理事会および評議員会の議事録は議長が作成し、議

長および出席代表2名以上が署名捺印のうえ、これを保存

する。

第 6章資産および会計

第37条本会の収入は次の通りとする。

①入会金および会費

①事業に伴う収入

①資産かう生じる果実

④寄付金品

①その他の収入

第38条 本会の資産を分けて、基本財産および運用財産の2種類と

する。

2、基本財産は、月IJ紙財産目録のうち、基本財産の部に記載する資

産および将来基本財産に編入される資産で構成する。

3、運用財産は、基本財産以外の資産とする。ただし、寄付金

品であって、寄付者の指定するものはその指定に従う。

第39条 本会の資産は、理事会の決議によって会長が保管する。

2、基本財産のうち、現金は理事会の議決によって確実な有価

証券を購入するか、または定額郵便貯金とし、もしくは確

実な銀行に信託するか、あるいは定額預金として会長が保

管する。

第40条 基本財産は処分し、または担保に供しては芯らない。ただ

し本会の事業遂行上、やむを得芯い理由があるときは、理

事会および総会の議決を得、その一部に限り処分し、担保

に供することが出来る。

第41条 本会の事業遂行に要する費用は入会金、会費事業に伴う収入

および資産が生する果実等の運用財産をもって支弁する。

第42条本会の事業計画およびとれに伴う収入予算は毎年会計年度

開始前に会長が編成し理事会の議決および総会の承認を受

けなければなら芯い。なお、事業計画およびこれに伴う収

支予算を変更した場合も同様とする。

第43条 本会の決算は、会計年度終了後3ヵ月以内に会長が作成し、

財産自録、貸借対照表、事業報告書および会員の異動状況

書とともに監事の意見をつけて理事会および通常総会の承

認を受け左よければなら広い。

2、本会の決算に剰余金があるとき、理事会の議決および総会

の承認を受けて、その一部もしくは全部を基本財産に編入

し、または翌年に繰越すものとする。

第44条収支予算で定めるものを除くほか、新たに義務の負担をし、

または権利の放棄をしようとするときは、理事会および総

会の議決を経なければならない。

第45条 本会の会計年度は、毎年4月 1日に始まり翌年3月31日に

終わる。

第7章定款の変更なうびに解散

第46条 との定款は、理事会および総会おのおの 5分の3以上の議

j夫を経なければ変更することが出来芯い。

第47条 本会の解散は、理事会および総会おのおの4分の3以上の議

決を経なければ芯らない。

第48条本会の解散に伴う残余財産の処分は理事会および総会おの

おの4分の 3以上の議決を経てから大阪電気通信大学学長

の許可を受けて、本会の目的に類似の目的を有する公益事

業に寄付するものとする。

第8章補則

第49条 この定款施行についての細則は、理事会および評議員会の

議決を得て別に定める。

第50条 昭和48年11月 1日施行

昭和田年5月29日改正

昭和55年6月29日改正

昭和57年6月27日改正

平成3年B月30日改正

平成5年6月27日改正

平成7年6月25日改正

平成13年6月23日改正

平成16年6月26日改正

平成田年6月21日改正
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-クラブ同窓会総会議案

「大阪電気通信大学クラブ同窓会」平成30年度通常総会議案

.第1号議案平成29年度事業報告

く平成29年度活動・運営基本方針〉

・学生支援事業の強化 (大学祭、ホーム力ミングデーを含

め、新規支援事業を検討)。

・組織フラ ット化および拡大(各団体・クラブ08会への参

画勧誘等)。

・情報発信の強化(各団体・クラブ08会へのFacebook参

画勧誘等)。

く活動 ・運営基本方針への対応>

04月1日:寄付金受領各位への礼状メーんとフェースブッ

ク掲載。

06月18日:f平成29年度通常総会」を開催。

04"'3月:定例・臨時「幹事会」を開催

(計年4"'6回、必要に応じ)。

(計4回 :4月22日、 6月18日、11月4日、 3月17日)0 

04"'3月:fHPJ fFacebookJメンテナンスのための協力学

生とミーティング・共同作業。

(計O回:本年度未実施)。。4"'3月:学生各団体・クラブおよび関係団体からの要請

に対する支援(必要に応じ)。

(自治会吹奏楽団:定期演奏会後援、高校同窓会総会出席、

女子パスケお祝l¥)。。4"'3月:大学祭時に限定せず大学祭協賛事業同等の学生

向けイベント開催と支援協力。

07月1日:リーダーズセミナー(体育会)'"参加。

く>3月9日:リーダーズ・サミ ット(体育会・文化会)'"参

加。。4"'3月:学園・学生主催行事等、関係団体等慶弔時等へ

の出席等(必要に応じ)。

(計2回 :4月22日、 5月21日)

04"'3月:各OB・OG・関係団体等慶弔、電報等(必要に応

じ)。

04"'3月:クラブ同窓会役員および関係者への寄付金要請

(必要に応じ)。。4"'3月:Facebookによる情報発信の強化。

04"'3月:各OB・OG会参画勧誘強化。

04"'3月:各OB・OG会設立支援(必要に応じ)。。3月末日:役員の任期満了による次期役員就任要請。

.第2号議案平成29年度収支決算報告 く平成29年4月1日'"30年3月31日>

;科ヨ 決 算 予算 |増減 |備考.1 叉入の部
運営助成金 O O O 
その他助成金 O O O 
寄付金・祝金 142，035 150，000 -7，965 |幹事・他人よる寄付
前期繰越金 50.058 50.058 。

金言f 192.093 200.058 -7.965 

-支出の部
会議費 O 10.000 -10.000 
交通費 56，000 50，000 6，000 協力学生ミーティング・各事業等

事務通信費 2，235 10.000 一7，765郵送・弔電等
大学祭協賛事業費 O O Oトヲショー・大学祭・串ームカミノゲ手 経n
HP関係費 O 20.000 -20.000 協力学生7JI-，，'イト・サーハ賃借・通信授

懇親会費 O O O懇談会協力等
学生協力費 62，000 50，000 12，000 学生協力等
慶弔費 12，500 50.000 -37，500 学生各団体・関係各団体祝い金等

雑費 324 10.058 -9，734 雑費
次期繰越金 59.034 O 59.034 

|合計 192.093 200.058 -7.965 

.第3号 議案 平成29年度監査報告 大阪電気通信大学クラブ同窓会の平成29年度事業報告

大阪電気通信大学クラブ同窓会

会長 竹田治英殿
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大阪電気通信大学クラブ同窓会の

平成29年度事業報告ならびに平成

29度収支決算報告を監査の結果、何

れも会則に従い適正かつ真塾に執行

されていることを認めます

平成30年4月21日

大阪電気通信大学クラブ同窓会

監査役 沖洋一 (印)

監査役 新川拓也 (印)

監査役 池田清 (印)



生との共同作業0.第4号議 案 平 成30年度事業計画案

く平成30年度活動・運営基本方針>

・学生支援事業の強化 (大学祭、新規支援事業を検討)。

04"'3月:学生各団体・クラブおよび関係団体からの要請

に対する支援 (必要に応じ)。

-組織フラ ット化および拡大 (各団体・クラブ08会への参 04"'3月:大学祭時に限定せず大学祭協賛事業同等の学生

画勧誘等)。 向けイベント開催と支援協力。

・情報発信の強化 (各団体・クラブ08会へのFacebook参 04"'3月 :学園・学生主催行事等、関係団体等慶弔時等へ

画勧誘等)。 の出席等 (必要に応じ)。

く活動・運営基本方針への対応> 04"'3月:各08・OG・関係団体等慶弔、電報等 (必要。4月1日:寄付金受領各位への礼状メーんとフ 工ースブッ に応じ)。

ク掲載。 04"'3月:クラブ同窓会役員および関係者への寄付金要請

06月23日:f平成30年度通常総会」を開催。 (必要に応じ)0 

04"'3月:定例・臨時 「幹事会」を開催 (計年4"'6回、必 04"'3月:Facebookによる情報発信の強化。

要に応じ)0 04"'3月 :各OB・OG会参画勧誘強化。。4"'3月:fHPJ fFacebookJメンテナンスのための協力学 04"'3月:各OB・OG会設立支援 (必要に応じ)。

.第5号議 案 平 成30年度収支予算案 く平成30年4月1日'"31年3月31日>

科目 今収支予算案 [前期実績 t曾j威 |備考

-収入の部
運営助成金 。 。 。
その他助成金 O O 。
寄付金・祝金 150.000 142.035 7.965 |幹事・他1=よる寄付
前期繰越金 59.034 59.034 。

合計 209.034 192.093 16.941 

-支出の部
会議費 1 0.000 O 10.000 
交通費 50.000 56.000 -6.000 協力学生ミ-71ンゲ-各事業等

事務通信費 1 0，000 2.235 7，765 郵送・弔電等
大学祭協賛事業費 O O Oトヲショー・大学祭・ホームカミンゲデー経費

HP関係費 20，000 O 20.000 協力学生7J~II 'イト・サーハ.賃借 ・通信費

懇親会費 O O 0懇談会協力等
学生協力費 50.000 62.000 -12.000 学生協力等
慶弔費 50.000 12.500 37，500 学生各団体・関係各団体祝い金等!

雑費 10，058 324 9.734 雑費
次期繰越金 O 59.034 -59.034 

合計 200.058 192.093 7.965 

.第6号議案 平成30年度役員案 (各年次は入学年)
.監査役

.幹事 -森 和明 ・池田 清 (S40少林寺拳法部)
-会長 : (S 44電子計算組織研究会)

・船越 亨 (S47柔道部)
・沖 洋一 (S50電子計算組織研究会)

竹 田 治英 (S58少林寺拳法部)

.事務局 :

金 野 洋 明 (H06柔道部)

・中野正三 (S40卓球部)

・野田 鐘一 (S41日本拳法部)

・平岡 臨 (S42少林寺拳法部)

・志村哲樹 (S42剣道部)

・大音博司 (S42柔道部)

・宿谷幸男 (S42空手道部)

・幸田秀雄 (S42柔道部)

・7.K谷 元也 (S43応援団)

・岡本清孝 (S44柔道部)

・内野正道 (S47柔道部)

・細川 雅巳 (S48少林寺拳法部)

・岡川 正寛 (S48柔道部)

・宮傑 研次

(S 50ワンダーフ ォーゲル部)

・元花 修 (S52少林寺拳法部)

・長谷川慎二 (H08柔道部)

・村上豊裕 (H16柔道部)

・竹中浩之 (H17柔道部)

・嶋村拓都 (H20柔道部)

・中島拓哉 (H20柔道部)

・新川 拓也 (H01大学祭実行委員会)

.顧問

・伊輿田 功 (学生部部長)

・四元博文 (学生部次長)

.学生幹事

・常任自治委員会委員長・副委員長

・体育会本部本部長・副本部長

・文化会本部本部長・副本部長

・大学祭実行委員会委員長・副委員長

・生協学生委員会委員長・副委員長

.第7号議案当日発議の議案
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置電通高校だより

大阪電気通信大学高等学校同窓会会報

[高校同窓会からのご案内]

総会・懇親会の案内を「改革」

大阪電気通信大学高等学校同窓会 大阪電気通信大学高等学校

会長 北田 由博 校長 麗谷 明

大阪電気通信大学高等学校同窓会会

長の北田由博です。

母校の将来の生徒減少を見据え、同

窓会の運営方法を改革いたします。

入学する生徒が少ないと、当然、卒

業する生徒も少なくなります。そのこ

とは、同窓会費の収入に影響いたしま

す。今後の同窓会の運営を安定させる

改革として、まず、総会・懇親会の案

内方法について、改革いたします。総

会・懇親会の案内を兼ねた、会報をす

べての同窓生に郵送しておりますが、

今回の案内を最後に、今後は、 HPの活

用を、皆様にお願いする予定でござい

ます。

そのために、HPの充実に取り組んで

おります。

総会・懇親会の案内、会誌の閲覧、母

校の情報など、 HPで発信していきま

す。皆様におかれましては、 HPの確認

と総会・懇親会の出欠についても、 HP

で対応していただきますように、お願

いいたします。

今回の総会・懇親会の案内に、 HPに

関する「お知らせ」も同封いたしてお

ります。また、同封のハガキにご意見

及び従来どおりの郵送を希望される場

合は、その旨申し出ていただきますよ

うにお願いいたします。

経費削減のため、同窓生の皆様に

は、ご理解とご協力をよろしくお願い

いたします。
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電通高校

校長に就任して

謹啓陽春の候、友電会の皆さまに

はますますご健勝のこととお慶び申し

上げます。

さて、私こと、このたび4月1日付

けで母校の大阪電気通信大学高等学校

長を拝命いたしました。友電会では、

多くの同窓関係者に支えていただきな

がら支部活動の活性化や教育懇話会を

通した学生支援活動などに微力ながら

取り組んできました。

昨年、初めて、電気通信中学(在14 I 今後は、学園の新たなる活力の一助

年卒業生555名)の同窓会が開催され | となすべく努力を先輩諸氏からの学び

て、鷲津先生、河合先生、伊藤先生、長 |や、同窓生の学園への熱き思いを胸に

岡元校長の奥様を含む43名が参加さ |秘め、加えて今までの教職経験を活か

れ、 67期(平成27年)卒業の諸君も、先 |しながら、大阪電気通信大学との連携

生5名と22名の参加を得て盛大に開催 |すなわち、「高大連携」を重点に本学特

されました。 I有のICTを強みとする最先端のテクノ

口ジーに対応できる人材の育成に努

また、 19期生(昭和47年卒)の有志 |め、学生一人ひとりにとっては、「満足

15名が、 2月18日'"19日、初めての |度の高い学びがいある」学校づくりを

一泊二日の同窓会を開催されました。 I本学関係者の皆さま方と連携を進め、

このように、我が、高校卒業生も、 |学園全体の発展に寄与していきたいと

個々に親交を深めて頑張っています。 I決意するものです。

つきましては、高等学校ならびに学

総会の参加者も、年々増加していま |園の発展に何卒皆様方のより一層のご

す。同窓生の皆様方には、是非、今年 |指導ご鞭撞を賜りたく衷心よりお願い

は、ご出席してくださることを期待し |申し上げご挨拶とさせていただきま

ております。 Iす。

よろしくお願いいたします。 I 謹白



-電子機械工学科 岸凋清先生が最終講義

2月13日(火)、今年度で退職され

る電子機械工学制の岸岡清先生の最終

講義が行われました。母校の多くの学

料では、年度末に教員の退職を記念し

て、通常講義とは別に「最終講義」と

題した特別講義を開催しています。こ

-人間科学研究センターの坂井清泰先生と高橋保則先生が最終講義

2月5日(月)、今年度で退職される

人間和学研究センターの坂井清泰先生

と高橋保則先生の最終講義が行われま

した。母校の多くの学制では、年度末

に教員の退職を記念して、通常講義と

は別に「最終講義」と題した特別講座

を開催しています。

講義タイトルは以下の通りです。

・坂井 清泰先生 「青年期教育と労

働」

・高橋 保則先生 「みんなと振り返

る41年J

人間和学研究センターにおいて、研

究・教育に尽力された2人の教員は講

義の中で、これまでの自身の研究を紹

介するとともに、本学の歴史や学生た

-基礎理工学科 西村純一先生の最終講義

平成30年2月23日(金)に、今年

度で退職される基礎理工学税・西村純

一先生の最終講義が行われました。母

校の多くの学制では、年度末に教員の

退職を記念して、通常講義とは別に

「最終講義」と題した特別講義を開催

しています。この日も恩師の最後の講

演を聴講するため多くの学生が出席

し、また教職員らも多数集まりまし

た。

最終講義では、「可換環論と60年」と

題してご自身の研究内容について紹介

するとともに、思い出などを振り返り

多くの学生が感謝の拍手を送りまし

母校・最終講義圃

め多くの学生が出席し、また教職員ら

も多数集まりました。

講義では、ご自身の研究内容につい

て紹介するとともに、本学の学生部長

在任時のエピソードやカナダMcGi11 

大学への留学の思い出などを振り返り

ました。どこまでも「学生のために」を

信念で、本学に尽くしてきた先生の人

柄に、多くの学生が感謝の拍手を送

り、講義終了後には、花束贈呈が行わ

れ、学生との記念撮影なども行われま

した。

(記事 ・写真ともに母校ホームページ

f2018. 02. 13J掲載分より)

ちとの思い出を振り返りました。和や

かな雰囲気のなかで行われました。

(記事 ・写真ともに母校ホームページ

f2018. 02. 06J掲載分より)

た。

また、同じく長年に亘り本学に多大

なご貢献をいただきました、数理制学

研究センターの坂田定久教授にもご挨

拶いただき、「努力に勝るものはない」

と学生たちに温かいメッセージをいた

だきました。

そして、岡山大学へうつることに

なった数理制学研究センターの門田直

之先生にもご挨拶いただきました。講

義終了後には、 3名の方へ花束贈呈が

行われ、学生との記念撮影なども行わ

れました。

(記事写真ともに母校ホームページ

f2018. 02. 26J掲載よ
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-母校『送別会」

退職者を代表してお礼のことはを

のべる岸岡清先生

母校 12017年度退職者送別会」開催される
「長い間、母校の発展に貢献され、本

当にお疲れ様でした」一母校の f2017

年度退職者送別会」は、平成30年3

月16日午後6時から大阪市中央区域見

の「ホテルニューオータ二大阪」の「鳳
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且Iの間Jで母校教職員や友電会会員

など約200名が参加して開催され、労

をねぎらいました。退職者は17名で、

このうち7名が出席しました。

送別会は、午後6時に入試部の麗田

j 
f送別のことばJを
のべる大石利光理

事長 ・学長

康人氏と就職部の東尚子さんの司会

で開会。主賓の退職者7名が大きな拍

手で迎えられ、入場しました。

送別会世話人代表としてP学制の早

坂昇先生は「大阪電気通信大学のため

に、長い間、頑張っていただき、あり

がとうございます。お疲れ様でした」

とあいさつ。

退職者の紹介の後、このほど母校の

理事長に選出された大石刺光学長(兼

務)が「送別のことば」を述べました。

「長期間にわたり、大学の発展に尽力



されてこられたことに感謝申し上げま

す。大学には、いつでも訪問され、現

状を見てくださl¥Jと語りました。

友電会の福田武(E02)会長をはじめ、

大石刺光理事長・学長、送別会世話人

代表のP学制・早坂昇先生、大学後援

会の河本智子会長、母校教職員OB会・

緑樹会の藤崎紘久(E01)会長の来賓紹

介がありました。

母校副学長の森幸治先生の「乾杯」

の音頭で、パーティに移りました。

各所で大きな桃色のリボンをつけた

退職者を囲んで、思い出話しなどに花

を咲かせていました。

続いて、女子教職員からステージで

花束と記念品が贈呈されました。

恒例の「退職者」を中央にしての記

念撮影が7回に分けてありました。

退職者を代表してH学制の岸岡清先

生が、お礼の言葉を話されました。送

別会開催と出席のお礼を述べたあと、

大学での生活など、ユーモアを交えて

あいさつされました。

「大学歌」を全員で声高らかに斉唱

し、主賓の退職者が退場されて、午後

8時すぎに閉会しました。

.2017年度退職者

【出席】(敬称略)

坂 井 清 泰 AHセンター

高 橋 保 則 AHセンタ一

門 田 直 之 ASセンター

岸岡 清 H学斜

西 村 純 一 N学制

梅 尾 博 司 P学制

村上泰司 F学制

【欠席J(敬称略)

坂 固 定 久 的センター

贋 下 宏 治 S学制

中 井 正 彦 A学制

池 内 博 一 A学制

勝 田 佳 裕 A学制

篠藤敦子 A学制

荒瀬 司 寝屋川就職課

平 野 弘 樹 広報課

増 田 浩 志 実験サポート課

薦田 誠 実験サポート課

母校トピックス・

'2017年度リーダーズサミット」を開催

3月9日(金)、体育会本部、文化会

本部、学生課共催で r2017年度リー

ダーズサミ ットJを開催しました。

これは、体育会系・文化会系の垣根

を越えて各団体の主将・部長等が集

い、他の団体がどのような活動をして

いるのか、また、部活動のリーダーを

務めることで得られるものや、問題を

解決するために組織を率いる者として

の力を高めるための趣旨で開催してい

るイベントです。

今回は39団体、計114人のリーダー

と本部役員が参加しました。

午前の部では、課外活動の報告を行

いました。

午後の部では、就職部不破次長と株

式会社スポーツフ ィールドの吉浦氏に

よる講演及び本学特任教員の膏尾先生

によるミ二講義とグループワークが行

われました。

就職で役立つ力や組織のまとめ方な

どについて、講義やグループワークを

行い、リーダ一同士の触発の場とし

て、お互いの意識を磨きあうことがで

きました。

また、2017年度活躍した団体に対す

る表彰式も行われ、団体表彰21団体と

個人表彰9人が学生部長より表彰状と

副賞が授与されました。

最後に、顧問教員・指導者と学生が

懇親会に参加し、よい交流の機会とな

りました。

この日の学び、や交流をきっかけに成

長したリーダーたちが、本学をいっそ

う盛り上げてくれることが期待されま

す。

(記事・写真ともに母校ホームページ

r2018. 03. 12J掲載より)
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.母校の学生団体一覧

新入生学生数

・体育会所属公認団体(部)

合気道部 2 13名

アメリ力ンフ ットボール部 829名
空手道部 1 5名

弓道部 6 13名

剣道部 3 18名

硬式庭球部 10 20名

硬式野球部 25 82名

サイクリング部 7 11名

サッ力一部 21 36名

自動車部 14 40名

柔道部 4 9名
少林寺拳法部 o 5名
女子バスケ ットボール部 6 17名

スキー部 22 46名

ソフトテニス部 4 17名

卓球部 5 21名

男子バスケ ットポール部 13 32名
軟式野球部 14 34名

バドミントン部 7 23名

バレーポール部 10 18名

ハンドボール部 6 22名

ラグじーフットボール部 o 6名
陸上競技部 7 17名

フットサル部 8 27名

小計 203 561名

-文化会所属公認団体(部)

映画研究会 10 46名

SF研究会 24 56名

音響研究会 o 5名
管弦楽団 8 17名

ギターマンドリンクラブ 3 8名
軽音楽部 19 41名

コミックアート 9 34名

吹奏楽団 o 16名

ストリー卜部 8 17名

通信研究会 5 19名

デザイン1ミュヨーション音sWAVE 15 26名
電子技術研究部 4 25名

電子計算組織研究会 15 38名
Photo部 115名

文道部 1 14名

放送研究会 418名

2017年6月1日現在

新入生学生数

・文化会所属公認団体(同好会)

奇術愛好会 2 9名
美術愛好会 o 1名
ボランテ ィア同好会 2 8名

小計 4 18名

-その他国体(委員会)

常任自治委員会 7 20名
大学祭実行委員会 17 22名

四候畷キャンパス 19 29名
イベン卜運営委員会

小計 43 71名

-自由工房

マイコン力一ラリー

マイク口マウス

知能ロボッ卜

EV (電気自動車)

レスキューロボッ 卜

じ卜型ロボッ卜

小計

-学生部登録サーク)l.，

1 4名
1 3名
3 11名

2 4名
3 13名
10 21名

20 56名

漕艇 o 4名
3 x 3 2 12名

アウトドア 13 13名

ラーメン 8 17名

東方二次創作 10 11名

PlayAndCreate 20 46名

OELC 0 24名

OE-Sports 0 20名

DJ 7 7名
ねやファーム o 6名
A t I a n t i s 10 10名
卓上遊戯研究会 o 6名
TRPG 0 14名

遊戯主 16 16名

小計 86 206名

.休部団体

学生自治会直属公認団体

雁援圏

.総合計 482 1308名

小計 126 396名
ここに掲載した 「母校の学生団体一覧」は、締め

切りの関係から、昨年6月1日現在のものです。

母校の 「硬式野球部」コーチに

元プロ野球選手の

江草仁貴氏が就任

阪神タイガースや広島東洋力一プで

投手として活躍した元プロ野球選手の

江草仁貴 (えぐさ ひろたか)氏 (37)

が、3月1日、大阪電気通信大学硬式

野球部 (阪神大学野球連盟2部東リー

グ、部員60名、鈴木佑亮監督)のコー

チに就任します。2月8日には、大石

学長、塩田大学事務局長、硬式野球部

の鈴木監督、金田部長を交えて就任に

あたり挨拶を行いました。

《就任にあたって江草氏のコメン卜》

今までの経験の中で指導者の存在が

大きく自分の可能性を伸ばしてもら っ

たように、学生一人ひとりにあった指

導を心がけ、全力で育成に取り組みた

い。目標は、一部リーグ昇格。そして

全日本大学野球選手権大会への出場を

学生と共に目指したい。

V江草仁貴氏プロフィール

1980年広島県福山市生まれ。1999年
4月、盈進高等学校から専修大学に入

学。2002年自由枠制度によって阪神タ

イガースから指名され入団。中継ぎ投

手として活躍し、 2005年には51試合

に登板して阪神タイガースのリーグ優

勝に貢献。その後、 2011年埼玉西武ラ

イオンズへ移籍。

2012年広島東洋力一プへ移籍し、

2017年9月20日現役引退を表明。学

生野球資格回復認定者。

(記事・写真ともに母校ホームページ

r2018. 02. 14J掲載より)
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母校の学生3名がデザインした

「御当地ナンバープレートJ(寝屋川市)が選ばれる

寝屋川市がナンバープレー卜を交付している125cc以下

のバイクに、全国で初めて排気量別3種類の御当地デザイ

ンを導入することになり、本学の学生が考えた作品が選ば

れました。

このデザインは、平成29年11月6日から 22日に市民税

課窓口などで市民アンケー卜を行い決定されたものです。

いずれも、市名の由来でもある寝屋川をモチーフにした

fJ IIJと市の「木・桜」がデザインに取り入れられています。

.排気量別にデザインした学生の紹介

o 50cc (白色)以下のデザインは、総合情報学部デジタル

ゲーム学制3年森本さよみさん

o 90cc (黄色)以下のデザインは、総合情報学部デジタル

ゲーム学制3年伏間雄規さん

o 125cc (ピンク色)以下のデザインは、総合情報学部デ

ジタルゲーム学制3年青木佑司さん

(記事・写真ともに母校ホームページ f2018.03. 02J掲載よ

り)

総合情報学部デジタルゲー

ム学科の学生がデザイン

「御当地ナンバープレート」

の授賞式が開催された

3月30日(金)、寝屋川市の「桜

のライトアップ点灯式」におい

て、本学の学生がデザインした御

当地ナンバープレートの表彰式が

行われました。

北川法夫寝屋川市長より、 90

cc (黄色)以下のデザインをした

総合情報学部デジタルゲーム学科

3年伏間雄規さんと、 125CC(ピン

ク色)以下のデザインをした総合

情報学部デジタルゲーム学制3年

青木佑司さんへ表彰状とテ、ザイン

をしたプレートが授与されまし

た。

(記事・写真ともに母校ホーム

ページ f2018.04. 04J掲載より)
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見本
寝屋川市

寝屋川市

産経新聞に母校学生が

デザインした

「寝屋川ご当地ナンバープ

レート」が紹介される

JI!I! ・E・・4・4、-，

4月12日(木)の産経新聞朝刊

20面lこ、本学の学生がデザインし

た「寝屋川ご当地ナンバープレー

ト」の記事が掲載されました。

(記事・写真ともに母校ホーム

ページ f2018.04. 12J掲載より)
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友電会「大阪支部J(平岡臨(107)支

部長)は平成29年10月7日(土)正午か

ら大阪府箕面市温泉町の「箕面温泉ホ

テル(大江戸温泉物語・箕面スパー

ガーデン)Jの3階「松楓の間」で、「平

成29年度総会・懇親会」を開催しまし

た。大阪府下はもとより東京や広島、

名古屋など遠方からも含め、母校から

も理事長など約40名が出席し、親睦を

深めるなど大いに盛り上がりました。

• r表紙3ページ」に集合写真掲載 「大阪電気通信大学歌」を斉唱する出席者

友電会「大阪支部」が平成29年度総会・懇親会を開催

.平成29年度総会全議案承認

総会は工藤英男(109)大阪支部事務

局長の司会で開会し、議長に水谷元也

(E08)友電会副会長を選出して議事に

入りました。

第1号議案の平成28年度事業報告を

平岡支部長、第2号議案の平成28年度

会計報告を津田正雄(P39)大阪支部会

計幹事、監査報告を福田真規夫(113) 

大阪支部監事より報告がありました。

引き続き第3号議案の平成29年度事

業計画を平岡支部長、第4号議案の平

成29年度予算案を津田幹事から報告

があり、「大阪支部規定(案)Jが提出

され、説明の後に水谷議長が全議案の

賛否を問うたところ満場一致で承認さ

れました。

大阪支部の役員は、支部長平岡臨

(107)、副支部長船越亨(108)、事務

局長工藤英男(109)、会計幹事津

田正雄(P39)、監事福田真規夫(113) 

の各氏で、任期は2年間です。

.懇親会のスター卜

懇親会は工藤事務局長が司会を務

め、別室でテーフソし席のパーティーと

なりました。

まず、平岡支部長は「雨がパラつく

足元の悪い中、約40名という多くの

方々が出席していただきありがとうご

ざいます」と感謝の意を示すととも

に、「昨年12月に発足、今回で2回目

の総会ですが母校はもとより、友電会

の発展に取り組んでいきます。本日は

旧交を暖めあっていただき、母校や友

電会の今後について語っていただきた

く思います」とあいさつしました。

続いて、友電会の福田武(E02)会長

は「友電会では現在、会の一般社団法

人を目指しています。ぜひ、来年度に

はスター卜させたく努力しています」

とかたり、「法人化は友電会の発展は

もとより、しいては母校の発展にもつ

ながると信じています」と出席者に協

力をもとめました。

この後、母校の成瀬淳理事長があい

さつに立ち、「昨年12月に大阪支部設

立総会が聞かれ、地元の支部の発足を

祝いましたことを昨日のように覚えて

います。早いもので総会・懇親会の開

催は2回目となります。母校はもとよ

り、友電会の発展は『大阪支部』の活

発な活動にかかっています。今後の支

部活動に期待します」と語り、「来年4

月には建築学制を新設するとともに

ゲーム学制を改変し新たにスター卜し

ます」と述べ、母校の発展に協力を要

請しました。

.盛況だった懇親会

乾杯の音頭は神奈川県在住の宮崎孝

(E01)友電会評議員・元理事。「友電会

大阪支部、友電会そして母校の発展、

皆さんの益々の健康を祈願して・.....J、

大きな声で「乾杯Jを発声。出席者全

員がこれに応えてじールで乾杯し、懇

親会のスタートです。

しばらく、テーブルに運ばれてくる

美味しい料理をつまみながら酒を酌み

交わしていました。

各テーブルをむールをつぎながらま

わったり、各所で立ち話をするなど、

宴たけなわ。

ここで、出席者からのあいさつがあ

りました。

母校教職員OB会「緑樹会(みどりか

い)J副会長の新宅貫さんは「友電会の

懇親会の光景



あいさつする

平岡臨(107)大
阪支部長 電会会長

司会の工藤英 議長の水谷

男(1 09)大阪 元也(E08)友
支部事務局長 電会副会長

活動は同窓会として素晴らしいものが

あります。その中にあって大阪支部は

地元の支部。今後の活動に期待してい

ます」とあいさつ。

続いて大阪電気通信大学高等学校同

窓会の北田由博会長は「先日、大阪電

気通信学園中学校の同窓会があり、50

名ほどが出席しました。楽しかったで

すね」と述べると、平岡支部長は「中

学校から大学まで『大阪電気通信学

園』の卒業生は、玉井朗雄(108)さん

もそうですJと語り、玉井さんにマイ

クがわたりました。玉井さんは「中学

から全て大阪電通学園、いまでもよき

思い出が残っています。私にとって

は、素晴らしい学園でしたjと、感慨

深げに語っていました。

引き続き水本雅晴母校名誉教授、寺

西正光母校法人事務局長、伊興田功母

校学生部長、段安義彦(F06)友電会理

事・京都支部長、志村哲樹(F07)友電
会理事・組織部長などがあいさつに立

ち、最後に紅一点の出席者、下城園代

(130)さんがあいさつに立ちました。

下城さんは「現在は独立し、奈良県

王寺町久度(JR大和路線・近鉄「王寺

駅」の北側100m程)で『テ ィナ・コンサ

ルティング』を経営しています」とあ

いさつ。彼女の名刺には「元気で楽し

い強運の経営コンサルタン卜」の文字

と「中小企業経営の事なら、お気楽に

なんでもご相談ください!Jの言葉が

記してありました。そして、私の好き

な言葉として「諦めなければ、必ず夢

は叶うリでした。紅一点ということも

あり、あいさつに対して会場からは大

きな拍手が送られていました。

.閉会の義

しばらく歓談の後、「大学歌Jを出席

者全員で斉唱し、水谷友電会副会長の

一本締めがありました。

平岡支部長は「今後も母校はもとよ

り、友電会の発展に大阪支部として頑

張っていきます。次回の総会・懇親会

で、皆さんとお会いしたいですJと語

り、全員で記念写真を撮影して閉会し

ました。

このあと、「箕面スパーガーデン」で

お風呂に入ったり、二次会に出かける

など散会しました。

友電会九州支部

「平成29年度総会・懇親会」

マス・ヤマメ養殖場を見学

初参加3名含む16名参加
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友電会九州|支部(小松周治(F06)支部

長)は平成29年10月29日、熊本県玉

名市で「平成29年度総会・懇親会」を

開催しました。総会に先立ち山鹿市在

住の原田光晴 (E16)さんが経営する、

マス・ヤマメ養殖場を見学しました

(参加者11名)。

養殖場まではマイク口パスで行き、

山道のうえ道幅が狭く木の枝に車体を

擦りながら何とか到着しました。

養殖場では原田さんご夫妻が迎えて

くださり、卵から癖化させ成魚になる

までの過程等、色々と説明を聞き、ま

た、参加者から質問が相次ぎました。

その後、「総会・懇親会Jの会場があ

る玉名市の 「っかさの湯Jへと向かい

ました。

総会は午後1時から開催され、本部

から麗谷明(F12)副会長・岡本清孝

(H11)副会長、志村哲樹(F07)組織部会

長らが出席、無事に終了することがで

きました。

続いて懇親会に移り、初参加者3名

を含む16名が自己紹介等を行い和気

あいあいのなか、再会を願い閉会しま

した。
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J、l'Ilt同車災、記!Iロ J、マー'̂
平成29年度京都支自

園「京都支部総会」の記念写真は「表紙3ページ」に掲載しています。 ⑤マイコン力一ラリー実演風景

友電会京都支部が「平成29年度総会・懇親会」を開催

友電会京都支部(段安義彦(F06)支部

長)は、 11月19日(日)午後1時から京

都市中京区四条の「からすま京都ホテ

ルJで「平成29年度総会・懇親会」を

開催しました。京都をはじめ近府県在

住の約29名の会員等が集まり、母校自

由工房学生との交流イベン卜、湯場崎

氏 (F06)の「空創散歩」出版報告を楽

しんだ後、杯を片手に学生時代の思い

出話などしながら親交を深めました0

.平成29年度総会

平成29年度総会は奥田裕(H2Q)京都

支部事務局長の司会で開会し、冒頭、

段安支部長があいさつに立ち、「今年

も昨年に引き続き、卒業生として何か

母校の学生を応援できないか、また、

母校の学生の活躍を知ることにより、

母校の素晴らしさを実感していただく

場を設けました。存分にお楽しみくだ

さい、今年は京都支部創設の一人、湯

場崎氏の「空創散歩」出版報告をご紹

介出来る事も、光栄に思っておりま

す。」と語り、引き続き友電会を代表し

て水谷副会長は、「京都支部は、現役学

生との交流イベン卜をここ数年続けて

こられ、他の支部にない目線で活動さ

れ、友電会にとっても学生との交流の

機会が増え非常にうれしく思っており

ます」と挨拶。

総会に移り、議長に下野哲生(H07)

34 「大学歌」を斉唱

京都支部幹事を選出し、議事に入りま

した。「平成28年度支部活動報告」を

兵頭敏夫(E06)京都支部劃支部長が報

告、第1号議案の「平成28年度支部会

計報告Jを引き続き兵頭敏夫京都支部

副支部長が報告。北川昇(H06)京都支

部監事が「平成28年度活動報告書およ

び収支決算書を監査した結果、適正に

執行されていることを認めます」と報

告。全会一致で承認されました。続い

て、第2号議案の「平成29年支部活動

計画・予算案」を兵頭敏夫京都支部副

支部長が報告。全会一致で承認されま

した。

続いて京都支部報告事項として京都

支部創設の一人、湯場崎氏の「空創散

歩」出版を記念、して湯場崎氏ご本人が

紹介されました。「刊行報告の機会を

頂きありがとうございます。この冊子

は、自由・自主・自筆・自問・自答・

自費による 6つの自による冊子です。

英語名でkythinkingと名付けていま

す」から始まり約20分間、「空創散歩」

のさわりを解説されました。

総会は、湯場崎氏の刊行報告で締

め、下野哲生議長が解任され、終了し

ました。

.母校学生との「交流会」

今年は、母校「自由工房」の学生、三

村君、高橋君、上間君の3名が参加。自

己紹介、日頃の活動紹介、参加大会で

の成績報告、 OBに協力、支援してほし

い事などをパワーポイン卜で発表。途

中、南茂夫元学長の自由工房発足のお

話があり、学生たちの活動を肌で感じ

ることが出来、喜んでおられました。

また自由工房の創設の一人、竹本先生

も学生の活動報告に興奮し、飛び入り

で学生たちに熱い思いを語られまし

た。

その後、マイコン力一ラリーの実演

も行われ、技術的な質問、大阪電気通
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あいさつする 乾杯のご発声南先生

段安支部長

懇親会の光景

信大学を選んだ理由など質問が08か

らあり、和やかな雰囲気の中、学生と

の交流が行われました。

また、学生達のお願いとして大学側

へ、自由工房の活動テーマが増え、マ

イコン力一ラリーのコース作り等のス

ペースが取れなくなってきているの

で増設をお願いしたい事と、 08には、

大会に出るための予算があまりないの

で参加したい大会に出られない場合が

あるので、支援をしてほしいとあり、

京都支部も友電会本部に働きかけ支援

を要請したいと締め括った。

.和やかな雰囲気の「懇親会」

南茂夫名誉教授の「乾杯」のご発声

で、懇親会がスター卜しました。

「ザ・ブルーサンダーボーイズJ

北関東支部が

「平成29年度総会・

懇親会J 開催

好天に恵まれた秋の一目、気温も比

較的涼しく、見学場所への移動におき

ましでも、汗は殆んどかかない、それ

ほど暑くもなく、活動しやすい好天に

恵まれました。今年も例年の如く文化

活動の一環として、水墨画の最高峰

「山崎美術館」の前で記念写真

別の作者の掛け軸も展示されており、

それらの作品に圧倒されました。橋本

画伯は東京美術学校(現東京芸術大学)

の日本画の主任教授であり、その教え

子に、横山大観、下村観山、菱田春草

「橋本雅邦」画伯の作品を展示してい (卒業期は異なるそうです)等を輩出

る山崎美術館を見学しました。その前 し、門下生として後に、日本画壇の泰

にこの美術館を設立した方が代々老舗

の菓子舗を営んでおられ、その製造に

使われた、「押し型J(主として落雁用

かと思いますが)や、その他の商売道

具が展示されていました。極めてレベ

ルの高い日本が世界に誇る職人技です

(3Dプリンターで?、当方とは見解の

異なる意見も有りましたが)。 隅には

当時使われていたであろう、大型金庫

が鎮座していました。

その後、一番奥の展示室で、橋本雅

邦画伯の作品を見学しました。併せて

総会会場での記念写真

お互いテーブルを回りお酒を酌み交

わし、学生との交流も積極的に08から

話しかけ終始和やかに懇親会は進み恒

例のミニコンサ一卜で母校08の3人組

「ザ・ブルーサンダーボーイズ」による

斗となった川井玉堂を世に送り出して

います。

以前の見学会には見られなかった、

見学の最後に「お茶とお茶菓子の最

中」が出ました。美術館の設立者は菓

子製造で財を成した方でありお昧も

なかなかのものでした。

見学会の後は、場所を移して懇親会

場の大浴場で汗を流してから、「今年

度の北関東支部の総会」を開催して、

滞りなく議事を承認致しました。特に

今回は役員の一員に21期の若手を按

擢いたしました。文今回は初参加の方

が、 2名おられ、今後初参加者の発掘

が必要かと思います。この後お楽しみ

の懇親会に移り、友電会福田会長から

のご挨拶をはじめとして、参加の近況

報告に時を忘れて盛り上がりました。

そして最後に次回の再会を約して、お

聞きとなりました。

サン夕、ーボーイズ」とはメンバーは吉

岡睦(E05)(ハーモニカ)、山口朝弘

(F05) (ギター)、下野哲生(H09)(ギ

ター)の3氏。

最後に母校校歌が演奏されると全員

「フォークソング&カントリーライブ」 立ち上がり、肩を組み校歌を歌い京都

を楽しませてくれました。「ザ・ブルー 支部総会は閉会されました。
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-支部だより

友電会奈良支部(松井俊樹(113)支部

長)は、 11月26日(日)に奈良市三条町

のホテル「フジタ奈良」で「平成29年

度総会・懇親会Jを開催しました。奈

良県在住の会友を中心に近隣の府県な

どから23名が出席し、親交を深めまし

た。総会に先立つて奈良の伝統工芸で

ある『墨』の工房「錦光園J(きんこう

えん)で、「にぎり墨」を体験、参加者

からは「すばらしい経験をした」と好

評でした。 「にぎり墨」の製作中の参加者 • r奈良支部総会」の集合記念写真は

「表紙3ページ」に掲載しています。

奈良支部「平成29年度総会・懇親会」開催
• rにぎり墨」体験

午前11時にJR奈良駅東口に集合し、

駅から徒歩3分の「錦光園」に到着。

玄関先で記念撮影の後、「墨づくりJ

の作業場へ。同園の「墨延」である長

野佳晃さん(70)が対応してくれまし

た。

「奈良に『墨』が中国から入ってきた

のは西暦610年ころ」と、墨の歴史に

ついての説明がありました。

「昔は学校で墨を使った『書道』とい

う割目がありましたが、現在は『書写』

と呼ばれ、『墨汁』が使用されていま

す」との事です。

墨の原料は、「松煙」といって赤松と

黒松があるが、7割まで赤松との事。ま

た「油煙Jは、 ①ゴマ油、 ②ナタネ油、

③ツバキ油の願で多いです。これらは

植物ですが、鉱物として力ーポンがあ

るそうです。

香料としては「ショウノウ」が多く

使用されているとの事です。

墨は「松煙」などのスス、香料、二

力ワをまぜて製作します。1日に400個

ほど作り乾燥には4力月ほどかかるそ

うです。

乾燥させると、形を整えた時よりも

8割ほどに小さくなってしまうとの事

です。

さて、いよいよ「にぎり墨」の製作。

棒状の墨が渡され、これを「にぎるJ

ことにより製作します。

長野さんの指示で、次々と棒状の

「墨」をにぎり、出来ばえによって「合

格J、「不合格Jが言い渡され、「不合格」

はもう一度、にぎり直しです。

不合格者は参加した18名のうち5名

にのぼ‘り、そのたびにヤジや笑いが飛

'0唱7 1唱 ヲ民 『官唱・ 1~

@ rにぎり墨J
æ ~墨』について説明する「錦光園」の長

野佳晃さん(70)

び、かっていました。

帰りに、長さ 14cm、幅5cmの桐箱に

入れられた、世界に1つしかない「に

ぎり墨」を土産に、「総会」会場へと向

いました。約1時間にわたり伝統工芸

の『墨』にふれることができました0

・「支部総会」

総会は、「錦光闇Jから徒歩5分のと

「にぎり墨」の工房「錦光園」の玄関前で



司会の山崎敏之CF14) あいさつする松井俊

奈良支部副会長 樹C113)支部長

議長の細川雅巳 あいさつする贋谷明

C 114)氏(奈良支 CF12)友電会副会長

部幹事母校の法人理事)

ころにあるホテル「フジタ奈良」の1

階のホーjしで開催されました。総会か

ら参加の5名を加え、 23名が出席。

山崎敏之(F14)副支部長の司会で、

議長に細川雅己(114)氏(奈良支部幹

事)を選出して開催されました。

「平成28年度活動・決算報告」と 「平

成29年度活動報告・予算Jの議案につ

いて、松井支部長が説明報告しまし

た。

「平成28年度監査報告」として、堀

内貞夫(G05)支部監事が「平成28年度

会計監査の結果、適正に執行されてい

ることを認めます」と報告。

支部活動の方針として松井支部長

は、「会員相互の親睦と研修を図り、他

の支部との交流を図ろう」とし、全力

で取り組んでいくと力強く宣言しまし

た。

なお、支部役員は次の通り。

・支部長 松井俊樹(113)・副支部長

山崎敏之(F1 4)・幹事 金谷武美

(F06)会計担当・同北森弘樹(E04)・

同 辻 佳 彦(H13)・同吉岡睦(E06)・

同細川正巳 (11 4)・同吉田祐三

総会・懇親会の光景

CF06)・監事堀内定夫CG05)・同津 長、滋賀支部から出席の山口朝弘

本正章CH14)・顧問 中尾政一母校名 (F05)氏、大阪支部の平岡臨(107)支部

誉教授

・「懇親会」

「懇親会jは同じ会場で山崎副支部

長の司会で聞かれました。

まず初めに松井支部長があいさつに

立ち、「奈良支部も平成29年度で創設

24年自を迎えます」とし、資料に「奈

良支部の歴史」を掲載しているが、充

実した活動を展開してきました。「今

後も会員相互の親睦と研修を中心に、

他の支部との交流を図っていき、共に

活性化するようにしていきたしリと語

りました。

続いて福田武CE02)友電会会長の代

行として贋谷明(F12)友電会副会長(母

校の法人理事)は、「友電会では現在、

一般社団法人へと法人化の準備を進め

ています。来年度には実現する予定で

す」と述べ、「母校は大学が60周年、高

校が70周年、学園が80周年を迎えま

す。これを機に母校がますます発展す

るように協力をお願いします」と協力

を要請しました。

「乾杯Jの音頭は、友電会の岡本清孝

(H11)副会長。発声に応じて出席者全

員が「乾杯」し、懇親会に入りました。

宴もたけなわの中で、あいさつがあ

りました。

友電会組織部の志村哲樹(F07)部会

長、奈良支部長老の石本時尭(E03)氏、

母校の法人評議員の辻佳彦(H13)奈良

支部幹事などが、それぞれの立場から

話されていました。

なお、懇親会が始まる前に、金谷武

美(F06)奈良支部幹事から「来年度の

総会では、 W60歳』の会友を招待する

などし、総会そのものを魅力あるもの

にしていきたい。それによって参加者

か、増えればと思っています」との提案

がありました。

続いて、恒例の「じンゴゲーム」。今

回の商品は「宝くじ」。最初の「じンゴ」

には、 5枚も入っていました。

宴が盛り上か、っている中で、時聞が

せまり、全員で母校の「大学歌」を声

高らかに歌い上げ、全員で記念写真を

撮影して、「来年度の支部総会での再

会」を約し、散会しました。

母校の「大学歌」を斉唱
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@記念講演会の光景

⑤大石利光学長の記念講演会

・「東海総支部総会Jの集合記念写真は

「表紙3ページ」に掲載しています。

東海総支部「平成29年度総会・懇親会J 開催

友電会東海総支部は「平成29年度総

会・懇親会Jを平成29年6月3日(土)

13時30分からJR名古屋駅東側に位置

する「名鉄グランドホテルJで開催し

ました。

学校法人から成瀬理事長、寺西法人

事務局長、千松総務部長、大平財務部

長、大学から大石学長、南角就職部長、

そして友電会から福田会長、柴垣事務

局長をはじめ、副会長さらに関東総支

部、びわこ支部、京都支部、奈良支部、

大阪支部、神戸支部から20名、東海総

支部会員から 13名の総勢39名が出席

し盛大に開催することが出来ました。

また、今回は東海総支部会員の中で

4名の方に初参加して頂き、有意義な

総会・懇親会となりました。

総会は榊原秀之氏 (F13)の司会で

始まり、志村哲樹支部長 (F07)の挨拶

の後、鈴木直彦氏 (F04)の議長選出で

1号議案から3号議案の平成26年度事

業報告・会計報告及び平成27年度事業

計画・予算案および4号議案の平成27

年度東海総支部役員案が審議され、満

場一致で可決されました。

昨年関東から三重県に移住された辻

勝久氏(E04)が新役員として承認され

挨拶を頂きました。

総会終了後、記念講演会を行い大石

利光学長から「大学の継続的な発展に

38 懇親会の光景

むけてJ'"第1次5力年計画達成に向

けた大学の取り組み~をテーマにご講

演頂きました。

関西圏への大学進学者数は年々減少

し、 2020年lこEソ。ーン大学の50%は定

員割れ、 2026年にはEソ、ーン大学は存

続不可、 2036年にはDソ"ーン大学の50

%が定員割れとなる危機的な状況にな

ることが予想される。

従って、電通大は実学教育で「人間

力」と「技術力」を培う大学を目指し、

社会で主体的に活躍出来る人材を育成

するために法人と大学、寝屋川キャン

パスと四傑畷キャンパスがベクトルを

合せ一体となって活動を開始しまし

た。

学生に資格を取得させたり、学制を

新設する等手を打ち始めており、結果

として就職求人企業数や求人倍率が増

加傾向に有り成果が出始めているとの

ことで、「将来が期待される内容」の講

演でした。

大石学長先生にこ、講演頂いた後は、

fThe Blue Thunder BoysJの演奏会で

楽しいひと時を過ごしました。

メンバーはびわこ支部の山口朝弘氏

(F05)、奈良支部の吉岡睦氏 (E06)、京

都支部の下野哲生氏 (H09)で、このメ

ンバーで結成3年を迎え、昨年は老人

ホーム等で年間36回も演奏会を行っ

たそうです。

演奏会の後、会場を移して、お待ち

かねの懇親会が始まりました。

先ず最初に志村哲樹支部長(F07)の

挨拶の後、来賓代表として法人から理

事長の成瀬淳様、大学から学長の大石



野村氏による乾杯の音頭

利光様、友電会からは会長の福田武様

(E02)からご挨拶を頂きました。

乾杯は前支部長の野村康明氏(E01) 

の音頭で行われ懇親会が始まりまし

た。

暫く歓談の後、法人事務局長寺西正

光様のご挨拶と総務部長の千松哲也

様、財務部部長の大平正敏様のご紹介

を頂き、大学の就職部長の南角茂樹

様、友電会からは事務局長の柴垣佳明

様(033)、副会長を代表して麗谷明様

(F12)からご挨拶を頂きました。

そして、友電会本部や他の支部から

出席して頂いた支部長や副支部長の

方々からスじーチを頂きました。

また、東海総支部の会員で今回総会

に初参加して頂いた方4名にも一言ス

平成29年度

「東海総支部研修会」

今年度の研修会は平成29年10月21

日(土)に、 2027年東京一名古屋聞を

最速40分で結ぶリニア中央新幹線の

開業を計画している JR東海が2011

年3月14日に愛知県名古屋市港区金城

ふ頭にオープンした「リニア・鉄道館」

を見学しました。

鉄道の発展と共に歩んだ自らの人生

と重ね合わせ、過去を懐かしみ幼少

期・青春・現在と成長してきた自分と

進化を続ける鉄道の姿を同化させ、力

をみなぎらせることも、明日の鉄道

と来るべく将来を連想させ、それぞれ

の世代を魅了する鉄道の歴史を学びま

した。

参加者は伊藤慎吾 (E01)、鈴木直彦

(F04)、桑原孝雄 (F05)、志村哲樹

(FOn、山下友彦 (J15)、宮傑研次

(F15)、藤田英治 (E22)の7名でした。

ました。大学歌の前に京都支部の藤原

氏のリクエス卜にfTheBlue Thun-
der BoysJが応えて1曲ご披露頂い

た後、今回初参加の静岡県在住で応援

団出身の吉本賢二氏(K36)の演舞で大

学歌を全員で斉唱しました。その後、

大阪電気通信大学の発展を記念する

エールを披露して頂きました。

ピーチをお願いしました。 最後に4代目支部長の野田哲治氏

楽しい会は時聞が経つのか、早いもの (F03)の一本締めの後、全員で記念撮

で全員で大学歌を合唱する時間となり 影をして閉会しました。

支部だより・

午前11時にJR名古屋駅に集合し、皆

で昼食を取ってから「あおなみ線」で

名古屋駅から約30分の金城ふ頭駅で

下車徒歩2分で到着です。当日は台風

21号の影響で雨でしたが、駅からリニ

ア・鉄道館までの道路に屋根が設置さ

れており傘をささずに済みました。

リニア・鉄道館は東海道新幹線を中

心に、在来線から超伝導リニアまで39

両の実物車両や模型やパネル等、実物

を使って鉄道のしくみや歴史など、高

速鉄道技術の進歩を吹き抜けの大空間

で紹介しており、楽しく理解する事が

出来ました。

素晴らしい演奏とハーモニーの

fThe Blue Thunder BoysJの皆さん
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圃支部だより
-圃・・

「千葉支部総会」・「東京ゲームショーに

出展母校学生を激励する会」聞かれる

友電会・千葉支部(神山清明 (H15)

支部長)は平成29年9月23日(土・祝

日)午後6時から千葉市の「ホテルスプ

リングス幕張」のパフ工会場で、「平成

29年度千葉支部総会・懇親会」を開催

しました。同会は「東京ゲームショー

に出展した大阪電気通信大学生を激励

する会」を兼ねて聞かれたもので、 51

名が参加し学生(24名参加)を激励し

ました。

・ 「平成29年度千葉支部総会」

千葉支部は昨年度総会を開催してお

らず、前支部長が退任しており、新役

員を選出しました。

支部長・神山清明 (H15)、副支部長・

坂本充 (H2D、監事・尾方康祐 (F5)

の3氏。

「東京ゲームショーJ会場で

40 

活動の中心は「千葉地域の

勤務者や居住者の発掘を図り、

今後会員数を増やし活動の活

発化に努力していく」として

おり、全議案が満場一致で承

認されました。

「千葉支部総会・懇親会J、「母校学生の激励会J
会場であいさつする福田武CE02)友電会会長

・ 「学生の激励会J

友電会会員の参加者は、「総会 ・

激励会J前に、「東京ゲームショー」

の展示会場を見学。展示会場では教職

員や学生と交流するとともに、ゲーム

を実体験しました。友電会会員と学生

が同じテーブルに着き、お酒が入り食

事が進むにつれ、会員が各テーブルを

まわるなどして、親交を深めることが

出来ました。

(参加者)

・母校デジタル学制

関係者

教職員 5名

大学生等 24名

.母校デジタル学制

卒業生 3名

-友電会関係者

福田友電会会長他本部

役員、関東総支部関係

者並びに友電会会員

有志 19名

・参加者合計 51名

バイキング形式のパーテ ィーで、学

生と懇談をすることが出来ました。学

生も積極的に質問をし、「就職活動の参

考になった」という声も聴かれまし

た。OBとの年齢差は大きいが、学生は、

これまで何をやって来たかに興味が

あったようです。

先生方は、友電会の存在やゲーム

ショーに出展している情報か末端まで

知られていないことを話し、今後の情

報交換の参考になりました。また、在

京のOBへの連絡は、研究室経由が良い

と教えられるなど、おおいに勉強にな

りました。

友電会では前例のない会合で、先生

方はもとより学生にも喜んでもらうな

ど、終7時間がオーバーするほど話が

盛り上がっていました。

「東京ゲームショーJは、毎年開催さ

れており、友電会活動の一環として今

後も継続していくことにしています。

(千葉支部長神山清明 ・記)



あいさつする あいさつする

塩田新支部長 福田友電会会長

友電会茨城支部(塩田善裕CH12)支部

長)は「平成29年度総会・懇親会」を、

平成29年10月15日(日)正午から茨

城県牛久市の「牛久シャトーカミヤ」

で開催しました。総会では新支部長に

塩田善裕CH12)氏を選出しました。今

年は、あいにく秋雨前線のいたずらか

雨降りになり、足元が悪い中での開催

となりました。

雨にも負けず、友電会本部より福田

武CE02)友電会会長、志村哲樹CFon理

事・組織部会長が参加、 2期卒から 49

期卒の幅広い年代の会友、関東地域か

らの参加者を含め、総勢19名の参加が

ありました。

出席エントリーは21人でしたが、天

候不順などから2人の不参加者があっ

たものの、総会議事に続く懇親会で大

変有意義な一日となりました。

JR常磐線牛久駅に集合する遠方か

らの会友と地元近くで直接会場に集合

する会友が、会場「牛久シャ卜ー力ミ

ヤ」に集まりました。初めて参加の会

友や久しぶりに会う会友との出会いの

交歓の場となりました。

予定していた「牛久シャトー力ミ

乾杯音頭をとる

深野隆司(109)関東総支部長

茨城支部総会集合写真 (仕事の関係で 1人中座)

「平成29年度茨城支部総会・見学会・懇親会」

ヤ」内の国指定重要文化財で旧ワイン

醗酵室の 「神谷博兵衛記念館」や「オ

エノンミュージアム」などの施設見学

やブドウ畑など庭園の自由散策は天候

不順で急濯とりやめました。

・「茨城支部29年度総会」

出会いの交歓が盛り上がったところ

で予定より少し早く、「茨城支部29年

度総会」を開催しました。議事進行は

木村功一CE09)支部長が仕事の都合

で欠席の為、幹事の吉田栄治CF02)氏

が務めることを全会一致で承認されま

した。

1、平成28年度事業報告及び決算

2、平成29年度事業計画及び予算

3、支部役員の選任

(支部長:塩田善裕CH12)、副支部長:

吉田栄治CF02)、監事:大塚敏兼CE01)) 

席上、新支部長候補の塩田氏は自己

紹介のあと、「友電会茨城支部活性化

のために努力していきます。会員相互

の親睦はもとより、多くの茨城に関わ

(左)岡田(F37)様
(介護施設長・仕事都合で中座された)

りのある会員の参加を促していきま

すJと語りました。

なお、木村前支部長からは「海外出

張が頻発し友電会活動に時間が取れな

L リとのことで、「辞任届」が提出され

ていました。

上記議案を報告し審議、付帯事項と

して、「茨城支部会員人数の把握と支

部総会参加人数の拡大を図り、支部活

動の活性化と継続が大事である」との

活動方針を含め全会一致で承認されま

した。

・「懇親会」

懇親会は塩田新支部長や福田友電会

会長などのあいさつに引続き、深野隆

司(109)関東総支部長の乾杯の音頭で

パーテ ィーの開宴です。

近況報告や茨城支部の今後、友電会

や母校のことなどの話題沸騰していま

した。

交流・親睦が深まり、記念写真撮影

後に、来年度の茨城支部総会・懇親会

での再会を約し、散会しました。

(左)J 11口(F04)事業部会長

別れを惜しんで ! 



集合記念写真

三田支部「平成29年度総会・懇親会」開催

-日時

平成29年5月28日(日)

PMl : 30"-' PM4 : 30 
・場所

しい茸園有馬富士「山荘かえで」

友電会三田支部(小西巌 (E02)支部

長)は、平成29年5月28日(日)に

例年通り兵庫県三田市のしい茸固有馬

富士「山荘かえでJにて「平成29年度

総会・懇親会」を開催しました。曇り

雨模様であった予報が一転、皆様のお

かげで快晴にめぐまれ、楽しく過ごさ

せて頂きました。

.平成29年度総会

総会は午後1時30分定刻に神楽岡

功 (102)副支部長の司会で始まりま

した。

議長に薬井安二(110)氏を選出し、

平成28年度活動報告(小西支部長)、同

年収支決算報告(楠喬夫 (H06)幹事)、

会計監査報告(松本健司 (K24)監査)

とすすみました。

平成29年度事業計画を小西支部長

が、本年7月9日(日)神戸支部共催

での「ボウリング大会」、 9月24日(日)

「きのこ観察会」、翌年2月4日(日)i交

流会」。その他神戸支部主催のハイキ
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ング・釣り等々への参加及び役員会開

催予定の報告をしました。

同年予算案を楠会計担当幹事より本

年から採用の統一フォーマ ットにて報

告、役員紹介後審議され、出席者全員

の拍手で承認され総会は終了致しまし

た。

.講習会

講習会は、昨年に引き続き第2弾と

して「電子回路でアクセサリーをつ

くってみよう!Jがテーマで、松本

監査の講師のもとはじまりました。

特殊なインクペンを使用し、インク

ジェ ッ卜用紙にフリーハンドで線描を

する様子は全く同じですが、アクセサ

リーの宝飾部分に fLE DJを施しペ

ンダン卜にしたり足元や胸元に装飾し

て光らせて楽しみました。

グラスコ ップに入れて卓上に飾り L

しい茸狩りを行う参加者

活動報告を行う小西支部長

議長の薬井氏

司会の神楽岡副支部長

EDが点灯されると歓声もあがり、子

供も大人も「電子回路制作」と肩肘を

はらずにみんなで工作を楽しめたよう

です。

.しい茸狩り

バーベキューによる懇親会の前に、

これもお楽しみ。力ゴ一杯にどれだけ

効率よくたくさん詰められるかが、腕

懇親会の光景



あいさつする福田会長

の見せ所です。童心に帰って皆さん

「しい茸狩り」を楽しみました。

.懇親会.t:::'ンゴゲーム

神楽同副支部長の司会で懇親会が開

始され、最初に福田武 CE02)友電会会

長より、「三田支部は、家族の皆さんと

一緒に楽しんでいるとのウワサ通り、

非常にいい雰囲気でやって頂き敬意と

感謝を申し上げたい。友電会会員も本

年卒業生を含め5万人を超えました。

大きく膨れ上がったので、ここでしっ

かり法のもとで管理しようと法人化を

進めております。どうぞご支援ご協力

をお願いいたします。今日はおおいに

楽しみましょう」とあいさつ。

次いで志村哲樹 CF07)組織部会長

より「ここはいつもお子様づれで家族

完成したアクセサリー

電子回路で

アクセサリーを作成する参加者

あいさつする志村組織部会長

的な雰囲気、よその総会ではどこにも

ありません。先ほど会長より法人化の

お話がありましたが、法のもと組織と

いう社会的に地位が確立するようにし

たいのですが、基本的には同窓会組織

として和気あいあいも、法人化でのお

金の管理も説明を重ねてまいります。

本日は三田支部総会おめでとうござい

ます」とあいさつ。

津居比佐夫 CHl7)びわこ支部長の

「近畿の支部は兄弟のようなもの、

しっかり交流をしていきたい。三田支

部の発展を祈念して」乾杯の音頭で懇

親会のバーベキューとビンゴゲーム

f¥ 。

今年の景品は、合鴨耕法での希少価

値のある三回米が目玉で、楠幹事と津

居びわこ支部長がめでたく一位と二位

でビンゴ。数字が読まれる度にリ ーチ

の声、じンゴと共に三田産タケノコを

はじめハクサイ・だいこん・母子茶

等々が消えていき時聞が過ぎ去ってい

きました。小西支部長の挨拶で締めく

くり、しい茸ごはんを手土産に、集合

写真を幸村常一 CH16)神戸支部長に

撮ってもらい散会いたしました。

講習会の松本講師 (監査)

支部だより圃

神戸支部

「平成29年度

総会・懇親会」

. ["神戸支部総会Jの集合写真は

「表紙3ページ」に掲載しています

友電会神戸支部(幸村常一CH16)

支部長)は、平成29年4月23日、

神戸三宮「東急REIホテル」にて

『平成29年度友電会神戸支部総

会 ・懇親会』を開催しました。

母校副学長の森幸治氏による講

演『大阪電気通信大学の近況につ

いて』を聴講し、現在の大学の状

況等を伺いました。

また、ジャズ歌手、リザさんに

よるミニコンサー卜も披露されま

した。

総会終了後は神戸支部恒例の親

睦会C2次会)を居酒屋『ふくふく』

にて行いました。

そのあと、有志により『スター

ライト』にて3次会を行い盛り上

がりました。

〈平成29年度神戸支部開催記録〉

.第1号議案

平成28年度実施事業報告

平成28年度収支決算報告書

.第2号議案:

平成29年度事業計画書

平成29年度収支予算案

上記議案を満場一致で承認され

ました。
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JAXA相模原キャンパス「左側 M-Vロケット実機模型」

「右側 M-3S 11ロケッ卜原寸模型」の前で記念撮影

神奈川支部 「平成29年度

総会・研修会・懇親会」開催
友電会神奈川支部は「平成29年度総

会・研修会 ・懇親会」を平成29年6月

10日(土)、 14: 10から相模原市立博

物館大会議室において開催されまし

た。

参加者は、神奈川支部会員の他、関

東各支部会員及び友電会副会長、組織

部会長の参加を得て、第1期生から第

37期生までの20名でした。

平成28年度事業報告、決算等の報告

に引き続き、平成29年度事業計画及び

予算について報告し承認されました。

なお、東京支部の設立準備のため監

査役の中野氏 (E05)が退任すること

になったため、沖洋一氏(I 15期)

へお願いすることとされました。

総会の前後に、宇宙和学研究所

(JAXA)相模原キャンパス、相模原博

物館の研修を行いました。JAXAにおい

ては、宇宙事業の繋明期からはやぶさ

の偉業までの歴史を身近に見聞するこ

とができました。また、博物館ではさ

らに宇宙開発技術の記録映画をプラネ

タリウムで見学しました。

プラネタリウム見学は研修の最後の

イベン卜であったので、疲れによる合

唱 (C¥ぴき)が気になりましたが、こ

の懸念は幸い杷憂に終わりました。

この研修の後、小田急相模原駅前に

移動し、懇親会を開催しました。

ここでは、昼間の疲れはどこに行っ

たのやら、参加者の年齢を忘れるぐら

相模原市立博物館天文展示室見学
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懇親会の光景

い盛り上がりました。

昼間の宇宙談議から、本当にタイム

マシンはありそうな気持をもった人、

若返ったつもりになったのも、私一人

ではないようです。

話題は、自慢話や、苦労話の中にも

同窓会の在り方についての議論ありと

期待以上の盛り上がりが見られまし

た。

幹事は、お酒の追加による予算の心

配と会員の皆さんが遠路、この時は、か

りは「関東は広いな........J と真面目顔

で心配そうにしていました。

参加者全員が、無事帰宅できるかど

うか、気が休まりませんでしたが、幸

い、会員全員無事帰宅されたようで

す。(後日談)



びわこ支部

総会・懇親会

2017年度大阪電気E

友働ひわこ支部総会

湾居比佐夫支部長のあいさつ

友電会びわこ支部(運居比佐夫支部

長、 Hl7)は、平成29年度総会・懇親

会を7月29日(土)、びわこの東部、豊

郷町において開催しました。

滋賀県は、江戸と京都を結ぶ交通の

要所で旧中山道が通る情報と物が行き

交う正に商売を育んだ土地、今日の日

本経済の基礎を築いた先達の知恵を学

ぶ機会となりました。大学からの森幸

治副学長や南角茂樹先生など来賓者を

含めて、 35名が集まりました。

。総会

総会は西川達也氏 CM41)の司会で

進行しました。津居比佐夫支部長に

より、平成28年度事業報告と決算報

告、平成29年度の事業計画案および予

算案の提案があり、承認されました。

また、びわこ支部は近隣の支部や本部

事業との連携を大切な方針としてお

り、一層力をつぎ込みたいとあいさつ

しました。

。演奏会

今回は、おなじみの友電会OBバンド

支部だより・

先人のロマンに聞き耳をたてた又十屋敷 ・Iびわこ支部総会」の集合記念写真は
「表紙3ページ」 に掲載しています。

「時代を切り拓いた先達・

近江商人のルーツ探訪」

で、びわこ支部の山口朝弘氏CF05)や

下野哲生氏(京都支部)吉岡睦氏(奈

良支部)に新たなメンバーとして梅本

栄司氏 CI07)が率いる力ントリーバ

ンド、テキサス・サウンズが参加し、酒

蔵の麹の香りと賑やかな演奏に酔いし

れました。

。懇親会

懇親会は、彦根の地酒で安政元年創

業の造り酒屋にて行いました。母校副

学長の森幸治先生、南角茂樹教授、友

電会会長の代理で岡本清孝氏などの挨

拶を承り、宴が始められました。

豊かな自然に育まれた近江米や鈴鹿

山系の清流で作られた日本酒の新しい

飲み方を若い杜氏の当主から説明を聴

あいさつする森幸治副学長

き、爽やかな飲み口についつい量を忘

れて飲みすぎた人が多かったようで

す。

東から西から全国各地よりお集まり

いただいた皆さまと閉会の時間を忘れ

るほどに、さまざまな話題で賑やかな

ひとときを過ごすことができました。

ここに、改めてお礼申しあげますと

ともに、次回の総会・懇親会での再会

を楽しみにしています。ありがとうご

ざいました。

力ントリーバンドの

「テキサス ・サウンズ」
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集合記念写真

ワンダーフォーゲル部08会

「第 11岡上高地キャンプ」
体育会ワンダーフォーゲ)1"部08会

は、 2017年8月5"-'6日の 1泊2日で

長野県松本市の上高地小梨平キャンプ

場で「上高地キャンプ」を開催し、 26

名の出席者が上高地の素晴らしい景観

と澄み切った空気を満喫しました。

一日目の8月5日午後5時前には関

西・関東地域を中心にワンゲ)1"部OBと

他参加者およびそのご家族の皆さんの

総勢26名が集合。中には山好きの羽測

完俊氏(E01、元友電会会長)や福田武

氏(E02、友電会会長)ご夫妻のお姿も。

午後5時すぎから「開村式」と夕食。

猿渡洋 上高地キャンプ実行委員長

(F02、元友電会会長) 1今年もここ上

高地小梨平キャンプ場で上高地キャン

プを開催でき本当にうれしい。今年は

第 11回目を迎えることができました

が、今まで参加頂いた皆さんのおかげ

で継続でき、感謝申し上げます。」と喜

びを語りました。引続き参加者全員に

よる自己紹介と近況報告で、学生時代

でのワンダーフォーゲJL-部での思い出

など次々に懐かしい話が飛びだしまし

夕食の前の恒例「ご飯の歌」を全員で斉唱
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た0

.夕食

夕食会は午後6時30分からのスター

卜。 11、2、3、4(L ¥っと、 lこつと、さ

んっと、しっと)、 5(ご)飯だ、ご飯だ、

さあ食べよう。風はさわやか心も軽

く、誰も元気だ感謝して、楽しいご飯

だ、さあ食べよう!Jと 「ご飯

の歌」を合唱して「いただきますう

"-'! !Jで夕食開始。

今回のメニューも恒例の「力レーラ

イス」にトマトなどのサラダ。加えて

参加者差し入れのビール・焼酎・ウ

イスキー・ワインを片手に時間の経過

を忘れました。暗くなりかけた頃に大

粒の雨で急逮バンガ口ーの中へ全員が

移動し、恒例の「山の歌の会」の始ま

り。 1ワンダーフォーゲルの歌、アル

プス 1万尺、エーデルワイスの歌、山

男の歌Jなど、次々と歌が飛び出し参

加者はワンゲル部OB会の雰囲気を満

喫。小梨平キャンプ場は全員の歌声に

包まれましたが、バンガ口ーは午後10

時に消灯。

恒例の「山の歌の会Jの始まり

開村式であいさつする

猿渡洋上高地キャンプ実行委員長.2日目

翌2日呂は5時すぎにはバンガロー

の外に出て上高地で一番賛沢な早朝の

冷気を身体と心で存分に楽しみ、また

希望者は6時過ぎからの河童橋界隈を

1時間強かけて朝の散策に出かけまし

た。午前8時から朝食と「閉村式」。再

び「ご飯だ ごはんだ」を合唱し、ご

飯に昧噌汁とトマトなどのサラダ・漬

物をいただきました。閉村式では2年

後の「上高地キャンプでの再会」を誓

い、記念写真のあとそれぞれの帰路に

つきました。

また、 2年前の焼岳登頂に続き今年

は有志7名で前穂高岳登頂のため河童

橋を12時に出発。パーティーは午後4

時には岳沢小屋に到着しました。ただ

台風5号の影響で天候悪化が予想され

ることから5名は翌日の朝食後の下山

となりましたが、坂口雅氏 (E09、ワン

ゲル部OB会会長)と宮傑研次氏 (F15)
の2名は頂上登はんに成功し、当日午

後5時には7人全員が上高地に無事帰

還しました。

岳沢小屋に向けて出発前(河童橋にて)



懇親会場にて記念撮影

軽音楽部

fOB会」開催

大阪電気通信大学軽音楽部OB会は

平成29年7月8日(土)に rOB会」を

母校寝屋川学舎Z号館3階力フヱテリ

アで開催しました。

今回は、 13名の参加で、はじめに物

故者へ黙とうをささげた後、前年度会

計報告、そして会則の会員条項の追加

や幹事役員の全員再任などが議決され

ましTこ。

その後、現在も尚、色々なジャンA

で活躍されているOB'OGの、皆様方の

近況の紹介やホームページなどの有効

利用が話し合われました。

「ワンゲル部

OB会総会」聞く

ワンダーフォーゲル部OB会(坂口雅

CE09)会長)は平成29年11月4日(土)

午後3時から、母校・寝屋川キャンパ

スJ号館5階で rOB会総会Jを開催し

ました。関西地域はもとより関東地域

などから29名が出席、大いに盛り上が

りました。なお、当日は母校の大学祭

期間中で、「ホームカミングデ-2017J
も開かれ、学内は大変な賑わいでし

た。

08会だより・

生き生きと演奏や会話を楽しむ08の皆さん

懇親会では、持ち込んだ楽器を使

い、今尚現役で演奏活動を続けている

OB各位が、即席の力ントリー・ブルー

グラスパンドやモダンジャズバンドを

組まれ素晴らしい演奏を披露され大い

に盛り上がりました。

11月の「ホーム力ミングデー」にて

演奏の機会があれば良いなとの意見も

多く出ました。

今昔を語り合い、ますます親交を深

め合うことができた rOB会」となりま

した。

.お願い

軽音楽部に在籍されたことのあるOB

・OGの方は、是非とも右記メールアド

レスまでお知らせください。

総会は午後3時に

開幕し、平成29年8

月5"'6日に長野県松

本市の上高地小梨平

キャンプ場で開催し

た「上高地キャンプ」

などの報告などがあ

りました。

この後、母校・寝

屋川キャンパスZ号

館3階の学生ホーAで行われた「ホー

ムカミングデ-2017 Jの懇親会に参

加、杯を傾けながら学生時代のワンゲ

懇親会の様子

合わせて定演のパンフや写真等をお

持ちの方もご連絡くださC¥

よろしくお願い申し上げます。

メール

oecukeionob@yahoo.co. jp 

軽音楽部OB会宛てまで。

ご連絡お待ちいたしております。

)L.活動などの思い出話しゃ今後の計画

などについて話題になり、盛り上がっ

ていました。
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iJA3YBFJ無線通信技術部08会

大阪電気通信大学無線通信技術部

r JA3YBFJ OB会は、平成29年7月15日

(土)、大阪府池田市の池田市民文化会

館小会議室1にて、10名が出席して

15時----17時まで開催致しました。

同クラブは、国内は元より、海外か

らも大変有名なクラブでしたので、当

時、全世界を相手に戦った方々がお集

まりになりました。

笑い話を入れながら自己紹介が始ま

り、現在の無線活動、ご職業等を簡単

に 全員お話しされた 後 、 当 時 の

r JA3YBFJの昔話で、無線コンテスト

でCW交信(卜ン・ツ一)をしながら、

無線機を向かずに隣の人と普通に会話

したという「神業」の話や、近年の無

線機の技術的な向上の内容、データ通

信内容など、時聞が足らない程会話が

盛り上がりました。

また、YBF所属ではないのですが、軽

音楽部所属で、コンテス卜その他の時

に応援に、また、現在では無線雑誌rHAM

worldw vol. 7Jの、スパイダービーム
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アンテナの記事を書かれた、田原庫氏

CJA3HBF)のご紹介がありました。

その後、アマチュア無線機器の「新

スプリアス規格」の簡単な勉強会を

し、昔の無線機が今後使用できない内

容など、ご出席された方々は真剣に内

容を聞かれておりました。

今回、同室にはご出席されませんで

したが、隣の部屋で、海外(北西太平

洋モキA環礁 CMoki 1))に於いて

V6Jのコールサインで海外運用をさ

れて、世界的に有名なOBの方もおりま

した。

.順不同・敬称略(コー)l，サイン)

(卒業年度は自己申告です)

土井哲夫 JA3LCR 9期卒

平松 隆 JA30LO 11期卒

吉村義則 JA3WPI 12期卒

武森一夫 JA3RQJ 10期卒

伏水五穂治 JA3EBT 7期卒

森田英夫 JA3KGF 8期卒

福谷 豊 JA3RDH 11期卒

榎本幹夫 JN3XKZ 10期卒

CJH3GNK) 
伊吹吉史 JF4FUF27期卒

武田良夫 JF3KJK8期卒

CJAOCDC) 
(別室)

平林歳章 JA3FGJ8期卒 CV6J)
r JA3YBFJのOBで、近況報告などが

ございましたら、 rJA30LOJ平松隆

氏までご連絡お願い致します。

rja3olo @ ja3. netJまで。

(スパムメール対策として@の聞を

広げています。)

池田市民文化会館は、毎年 「関西

アマチュア無線フェスティパAJとし

て2日間開催されており、 OB会も同時

開催致しております。次年度 rOB会」

については、開催日時は未定です。

会の最後に、ご出席されたOBの方々

の記念撮影をし、解散と致しました。

(文書・記事事務局 JG3WCU川崎)



-トピックス

i2017年度 (第39回)

海外教育研修制度結図式」

平成30年2月16日(金)、寝屋川キャ

ンパスで12017年度海外教育研修制度

結団式」を開催しました。39回目を迎

える今年度の海外教育研修制度には

24人の学生が参加し、 2月24日(土)

から3月25日(日)までの約1ヶ月間、

ホームステイをしながら力ナダブリ

ティッシュコロンビア大学で語学研修

を受講します。

藤田高弘国際交流センタ一長は、学

生に向け「初めて海外に行くという学

生も多いので、文化の違いを経験して

一ヶ月後は、ひと回り大きくなって元

気に帰国してください」と応援の言葉

をかけ、・大石利光学長は、「海外から

日本を見る経験は、今後の人生におい

「楠正行シンポジウム「楠正行

考』小楠公と悶僚畷市~正行公

の生き方と魅力」開催

て視野を大きく広げることができる、

体調に気をつけて楽しんでくださしリ

と激励しました。

また、随行教員の大西克彦准教授

(総合情報学部情報学制)は、「困難な

壁にぶつかった時に、成長をするため

の経験をしていると心に余裕を持って

頑張ってほしLリとアドバイスしまし

た。

続いて代表の学生が「大阪電気通信

大学の学生を代表する自覚、さらに国

際人としての自覚を持って、礼節を守

関する発表と朗読、贈呈式を行いまし

た。「武将楠正行絵本制作プロジ工ク

ト」は、楠正行の伝承活動に取り組む

「四傑畷楠正行の会」との制作プ口

3月19日(月)、四傑畷キャンパス ジェク卜で、木子香講師の指導のも

のコナミホー)~で、四傑畷市・産経新 と、 19人の学生が昨年4月より講義や

聞社主催「楠正行シンポジウム『楠正

行考』小楠公と四傑畷市~正行公の生

き方と魅力Jが開催されました。

本イベン卜では、総合情報学部デジ

タルゲーム学制の社会プロジェク卜実

習の 1つ「武将楠正行絵本制作プロ

ジェク卜」で、昨年完成させた絵本に

学外での実習を通して絵本制作を行い

ました。

贈呈式では、大石利光理事長・学長、

木子講師と学生2人が登壇し、東修平

四傑畷市長らに完成した絵本を贈呈し

ました。今後、四傑畷市内の図書館に

配架される予定です。

り学生らしく明るく元気にふるまい、

目的である語学の研修と国際感覚の修

得をすることを奮います」と宣誓しま

した。

(記事写真ともに母校ホームページ

12018. 02. 19J掲載より)

大石理事長・学長は贈呈のあいさつ

で「地元のお子さんたちに手にとって

読んでいただき、楠正行の人柄や歩み

について知識を深めて欲しいと思いま

す。大阪電気通信大学は今後とも地域

の皆さんとともに歩んでいきます」と

述べました。また、四候畷楕正行の会

代表の扇谷昭氏より、本学の平成30年

度の社会プロジェクト実習として「楠

正行力ルタ」の制作が決まったことが

発表されました。

今後の学生たちの活躍にご期待くだ

さい。

(記事・写真ともに母校ホームページ

12018. 03. 20J掲載より)
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平成30年度各支部総会開催日程

No. 

1 

。

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

lfi 

支歯車名 支部長 平成29年度 平成30年度

関東総支部 深聖子隆司 109 29年度は無し 30/9/22or23予定

.It関東支郎 山口文9} 1107 29/9/30 (土}済 30 10/27(土)予定

神京川 支 部 関谷和j明 F07 29 6/10(土)済 30/6/9 (土)予定

千葉支部 神 II.J清明 H15 29 '9/23 (土}務 30 9/22or23予定

茨城支部 主色刷 主島有手 H12 29 10/15(8)語専 30 10 13(土)予定

東京支部 .!lf 偏太郎 E04 29 12/9(土}務 30 12・8(土)

可主海総支部 志村智樹 F07 29 63(土)済 30年度は無し

静岡文書E 久保田陽一 F05 

大阪支節 平岡臨 107 29/10/7(上)済 30/7/21 (上)

ニ宿支部
小西厳 E02 却 15/28(:口)済 30 4!15(口)務

{特別支部)

神戸支 部 幸村常一 1116 29/4 23 (日}済 30 4/15(口}済

石川支郎 辻久1!2 113 

びわこ支部 湾居比佐犬 1117 29 i 29(上)済 30 10/7(日)予定

奈良支邸 ~井俊樹 113 29 11 2G(口)済
30 12 l(土)~

~(円)ー予定

京街l文書E 段 安 義彦 r06 29 11/19(円)済 30/11 17(土)予定

九liiえ飼1 小怯周ff; ド06 2910/:!9(H)済 30 9/30(臼)予定

今年の“びわこ支部総会"は

大手幹祭りを 楽しもう
滋賀に住んでいるあなた 滋賀で働くあなた

そして 滋賀にゆかりあるみなさん!

曳山観賞と懇親会に集いませんか

平成29年 1月21ロ

内容 ・ 渇所

東京ゲームショーに合わせて千葉支郁と同じ口砲で開催

埼玉県川越市f湯遊ランド・ホテル三光J

神奈川県被浜港

東京ゲームシHーに合わせて関東総支部と同じ日程で悌俄

詳細長定

慌京都「都市センターホテルj

大阪市町t界の大温泉スパワールド』

兵成果神).4市f仲 liREIホ名テをル兵」
神戸支部と合併・支部 liJ支部に改名

兵庫県神戸市『神戸RJ:lホァル」
三回支古都と合併: 支部名を兵廠支部に改名

滋賀県大津市『あたか飯庇J
大滞気りを錦E貧

詳細未定

京鶴市『からすまf，(t!Iホテルj

詳細未定

「安川情報システム」社長に

(東証2部上場)

母校中退の遠藤直人氏

びわこ支部は「創造のエネルギーを体感し湖国の文化に親しむjをテーマに

毎年の総会を開催してきました。今年は人が交わるお祭りを選びました。

「安川情報シス

テムJ(東証2部上

場)社長に母校を

1976年(昭和51

年)に中退した遠

藤直人(えんど

う・なおと)氏が5

大津祭りは140年前から始まった国指定無形民俗文化財ですo

みなさん誘い合つてのご参加をお待ちします。 びわこ支部長津居比佐夫

日時 10月7日・日曜日 午前 10時 10分

会費 6、000円/名同伴3.000円/名

集合 JR大海駅北口広場(観光案内所付近)

総会・懇親会会場 あたか飯庖大津庖

(最寄り駅 京阪ぴわ湖大津駅より徒歩3分)

企画中ですので 詳細や申込み方法は

下記のホームページで ご確認ください 大津祭り

大阪電気通信大学友電会びわこ支部

http://yudenkai-biwako.ddns，net/yb/hp目 html
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(写真は「大津祭り」

ホームページより)

月25日付けで就任します。同社は1978

年に創業、福岡県北九州市八幡西区東

王子町に本社を構える rI oTソリュー

ショ ン」と「ビジネスソリューションJ

を手掛ける企業。

遠藤氏は、大阪電気通信高校(現・大

阪電気通信大学高校)を卒業後、母校を

中退した1976年に安川電機製作所(現・

安川電機)に入社。2016年に 「安川情報

システム」常務執行役員、 17年に副社長

執行役員。

大阪府出身。63歳。

なお、現社長の諸星俊男氏は顧問に

就任します。

(写真は「西日本新聞経済電子版」より)



大阪電気通信大学
友電会東海総支部友

電
会
各
支
部

「
総
会

「平成29年度東海総支部総会・懇親会J(平成29年6月3日に名古屋市で開催)• 
懇
親
会
」

の
光
景

「平成29年度大阪支部総会・懇親会J(平成29年 10月7日に箕面市で開催)

一大信電気通信大学
友電会初戸支倒
率緩'"軍用2JE"

「平成29年度神戸支部総会・懇親会J
(平成29年4月23日に神戸市で開催)

「平成29年度奈良支部総会・懇親会」

(平成29年11月26日に奈良市で開催)

「平成29年度京都支部総会・懇親会」

(平成29年11月19日に京都市で開催)

「平成29年度びわこ支部総会・懇親会」

(平成29年7月29日に豊郷町で開催)



平成mJ年度友電会通常総会・合同懇親会 | 

平成~年6月~]日(土)に寝屋川キャンパスで|
友電会1:1"'uiiWJ¥ld1a1i[.r;m!?1M.jiJJ

【開催概要】

・テーマ :i新たなスタート」

・日 時:平成30年6月23日(土) 午前11時~午後5時

・会 場:母校・寝屋川キャンパス

工デュケーションセンター (J号館)

・会 費:2，000円(同伴者、学生、大学教職員、招待者は無料)

・合同懇親会:緑樹会、クラブ同窓会、友電会の3団体合同

友電会では、「平成30年度通常総会・合同懇親会」を平成30

年6月23日(土)午前11時から午後5時まで開催します。会場は、

母校・寝屋川キャンパスのエデュケーションセンター(J号館)で

す。

合同懇親会は、緑樹会、クラブ同窓会、友電会の3団体共催

で開催します。会員はもとより思師やクラブの08など、多くの

方々が出席する事になっています。家族連れも多く、ぜひとも

会友お誘いのうえ、ご家族を伴ってご出席をお願いします。

記念講演会では、このほど理事長に就任した大石利光理事長・

学長。テーマは「学園80周年に向けた取り組み」で大石理事長・

学長から「母校の将来像」などを聞けそうです。

母校・寝屋川キャンパス

-タイムスケジュール

・「総会・懇親会」受付開始午前11時30分~

・午前11時00分~ クラブ同窓会総会

・午前11時30分~ 全国支部長会

・午後12時30分~ 友電会通常総会

・午後 1時00分~ 緑樹会年次報告会

・午後 2時00分~ 記念講演会

・午後 3時00分"-' 3団体合同懇親会

・閉会午後5時00分

「記念講演会」 テーマ

「学園80周年に

向けた取り組み」

講師

大阪電気通信大学

理事長・学長

大石利光先生

通常総会の出欠連絡と

委任状送付のお願い

「平成30年度友電会通常総会」

への出欠をお知らせください。

欠席される場合は、同封の委任

状に必要事項をご記入のうえ、

返信をお願いします。

郵送での返信は6月19日(火)

までに投函してください。

FAX、 E メー)~の返信は 6 月 21

日(木)まで可能です。だだし、

メールによる出欠、委任状の返

信は友電会ホームページからの

み有効です。

友電会HP
http://www.yudenkai.org/ 




